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ライオンズクラブ国際協会　333-D 地区

地区ガバナー　L. 大関　健一

　今期３３３D 地区ガバナーを拝命しております　大関健一で
す。
　皆様には日頃、大変お世話様になっております。また日々の
ライオンズ活動　心から感謝と敬意を表します。
　さて２回目のキャビネット会議に際しまして、現状と今後に
ついてあらためて確認したいと思います。
　直近の課題、やはり会員減少です。ここ数年、新型コロナ等
もあり、特に顕著です。このままさらに会員減少が続くとライ

オンズクラブの根幹「WE SERVE 我々は奉仕」するが停滞してしまいます。こんな現状に歯
止めをかけるべく今年度から国際協会発、世界同時、会員増強プログラム GMA が始動しました。
　今期目標　純増３０名を掲げました。プロジェクトチームを作り、入会メンバーを発掘し奉
仕の意義、活動の質を高め、そして成果・喜びをメンバーで分かちあう活動です。おかげ様で
GMT・会員増強・FWT/GMA 担当など、各担当の方々が、ワンチームとして活動を展開。さ
らに各クラブへと波及展開など活動の成果が数字になって表れてきています。現段階で約５０
名の増員となっております。皆様大変有難うございます。また１０月ライオンズ月間に合わせ
ての LCIF 寄付活動、ウクライナ人道支援募金では、群馬県４７クラブ合同アクティビティと
して開催させていただきました。皆様に参加、またご協力いただきました。予想を上回る資金
が集まりました。重ねて御礼申し上げます。国際協会を通じまして現地ライオンズクラブへ寄
付させていただきます。もう一方では、現在空前の円安で、MJF などの寄付はかなりの苦戦状
態です。時期をみながら再度、ご協力をお願い申し上げます。
　今期スローガン『Together We Can( 一緒ならできる )』アクティビティスローガン『FUN
ライオンズクラブ ( 楽しむ )』これは次期国際会長の発信そのものです。ぜひみんなでライオン
ズ活動を楽しみましょう。そして成功させ仲間と喜びを分かち合いましょう。
　今後ともよろしくお願い申し上げます。またご指導ご協力、重ねてお願い申し上げます。

ガバナーズ・スローガン

「Together We Can
　　( 一緒ならできる )」

アクティビティ・スローガン

「FUN ライオンズクラブ
　　　 　　　( 楽しむ )」
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ご　挨　拶

ライオンズクラブ国際協会 333-D 地区

第一副地区ガバナー

L. 福田　勝巳

　こんにちは。第 1 副地区ガバナーを仰せ付かっております、１R １Z 桐生西ライオンズクラ
ブ所属 L. 福田勝巳と申します。どうぞよろしくお願いいたします。
　大関ガバナーが誕生して約４か月が経ちました。ガバナー公式訪問でも感じられたことと思
いますが、「楽しくなければライオンズではない」この言葉を皆様にお伝えしたく大関ガバナー
も積極的に活動されています。この３３３ ‐ D 地区もフレンドリーで活気ある地区に成りつつ
あると感じています。私自身も皆様とお話をさせて頂き、楽しい時間を過ごさせて頂き、あり
がとうございました。
　未だ収束されないコロナ禍ではありますが、当地区の研修会、セミナー、各種行事も順調に
進められています。各ゾーン、各クラブ単位でもクラブアクティビティや周年行事も予定通り
行われていると伺っています。そしてキャビネット役員の方々も研修会や 333 複合地区の会議
など忙しく活躍されている事と思います。皆様のご協力に感謝いたします。また過日行われま
した３３３ ‐ D 地区のウクライナ支援合同アクティビティにおいても大きな成果が上がってい
ると伺っています。ご協力頂いた全ての方に感謝申し上げます。

　概ね、地区の研修会も終了し、私も可能な限り参加させて頂きました。参加して感じることは、
参加して改めて理解が深まることがたくさんあった事です。新たな活動のヒントもたくさんあ
りました。研修会やセミナーは毎年同じことを繰り返しているだけと思われる方も多いと思い
ます。実は大きく変わっている事も多いのです。当地区は地区外より講師をお招きして研修会
やセミナーを行う機会が多いのですが、他地区の会議でご縁のある講師の方にお会いしました。
その際にこんなお話をされました。
　私が　（お互いに少々赤い顔でしたが）

「この前（研修）楽しかったので、また近いうちに連絡しますから講師をお願いします。」

「次回はどんな話がいいかな、あとで連絡して相談するから。」

「いい話なので同じで良いんじゃないですか？ちゃんと伝わったし。面白かったし。」

「そうはいかないよ。同じ話じゃ飽きちゃうし、自分も飽きるからね。」

「来る人も対象が違うから、大丈夫だと思うけど。自分は別として。」

「同じ人も会場にいるし、いろいろ話を考えるの面白いよ。なにより自分のスキルも上がるから。」 

「作り話はまずいでしょう（笑い）？」
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「違うから！（笑い）」　　等々

　講師の方もいろいろ考えて研修会やセミナーを盛り上げようと考えています。
　そして、ライオンズの大先輩が未だに成長やスキルアップをしようとしている事にも驚きま
した。
　研修会やセミナーには必ず新しい発見があります。会場に来ることは大変かもしれませんが、
ご参加頂きたいと思います。研修会、セミナーに参加される役員の皆様が一人会員の方を誘っ
て参加してください。
　是非、よろしくお願いします。　　心よりお待ちしております。
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ご　挨　拶

ライオンズクラブ国際協会 333-D 地区

第二副地区ガバナー

L. 染谷　文雄

　皆様こんにちは、今もまだ長く続くコロナの影響で、例会、会合、アクティビティもままなら
ぬ現在、会員同志、試行錯誤しながら活動している事と思いますが、感謝申し上げます。
　また、ロシアのウクライナ侵攻により、諸物価の高騰、これは国内外をはじめ社会全体に大き
な影響が出ている大きな問題であります。
　さて今期７月より始まり、早４ヶ月が経過しました。第二副地区ガバナーと致しましても、日々
勉強の毎日であります。より良きアクティビティをするには、皆様と共に、議題、問題等を共有
し前進あるクラブ活動にしたいと思っております。
　クラブ全体として考えなければならない問題は、まず会員の増強であると思います。退会者を
なくし、楽しい例会を試みる。そしてＬＣＩＦです。一人ひとり、多くの同志が知恵を出し合い、
活動を通して全員で大きな喜びにしたいと思います。
　これからもご指導よろしくお願い致します。
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第 2 回キャビネット会議　スケジュール・会場
2022 年 11 月 17 日（木）

群馬ロイヤルホテル　鳳凰の間  

※今回、地区名誉顧問会は開催致しません。

13：00 ～ 13：25 役員受付 鳳凰の間　前

13：30 ～ 16：30 本会議（途中休憩） 鳳凰の間
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第 2 回キャビネット会議　本会議次第
2022 年 11 月 17 日（木）　13：30 ～ 16：30

群馬ロイヤルホテル　鳳凰の間

司会：キャビネット副幹事 L. 小林　淳
1. 開会宣言・開会ゴング 地区ガバナー L. 大関　健一
2. 国旗に敬礼、国歌斉唱 L. 全員
3. 物故ライオンに黙祷 L. 全員
4. ライオンズヒム斉唱 L. 全員
5. 出席者紹介 キャビネット副幹事 L. 高橋　照代
6. 地区ガバナー挨拶 地区ガバナー L. 大関　健一
7. 地区名誉顧問会議長挨拶 地区名誉顧問会議長 L. 矢内　久男
8. 第一副地区ガバナー挨拶 第一副地区ガバナー L. 福田　勝巳
9. 第二副地区ガバナー挨拶 第二副地区ガバナー L. 染谷　文雄

10. 議事基準の採用及び議長選出 キャビネット幹事 L. 小池　浩
11. 議事　議長就任 議長 L. 大関　健一

(1) 定足数の確認（ロバート議事規則による） 議長 L. 大関　健一
(2) 地区現況報告 キャビネット幹事 L. 小池　浩
2021-2022 年度会計　決算報告 前キャビネット会計 L. 草野　善晴
2021-2022 年度会計　監査報告 前地区監査委員 L. 三木　富男
2022-2023 年度会計　中間報告 キャビネット会計 L. 小林　直行
(3)GMT( グローバル・メンバーシップ・チーム ) 報告 コーディネーター L. 髙橋　喜美雄
(4)GLT( グローバル・リーダーシップ・チーム ) 報告 コーディネーター L. 山口　新作
(5)GST( グローバル・サービス・チーム ) 報告 コーディネーター L. 堀越　正和
(6) スペシャルティクラブ・FWT( ファミリー・ウーマン・チーム ) 報告 コーディネーター L. 田村　和子

【休　憩】
(7)ZC（ゾーン・チェアパーソン）報告 各ゾーン・チェアパーソン
(8) 各委員長の活動報告

①会員会則 委員長 L. 羽鳥　孝行
② Marketing・Communication・IT・PR 委員長 L. 斉藤　優
③ LCIF 委員長 L. 本多　輝明
④会員増強・エクステンション 委員長 L. 財部　旨興
⑤献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力 委員長 L. 薊　　仁
⑥環境保全・社会福祉・アラート 委員長 L. 齊藤　仁
⑦次世代リーダーシップ 委員長 L. 山越　清彦
⑧国際大会 委員長 L. 小荷田　秀伍
⑨レオ育成 委員長 L. 小林　理人
⑩ YCE 委員 委員長 L. 京口　誠
⑪ライオンズクエスト・薬物乱用防止 委員長 L. 岩田　不二男
⑫年次大会 実行委員長 L. 泉　佳伸

(9) 提出議案審議
①ガバナー報告事項及び提出議案 地区ガバナー L. 大関　健一
②ゾーン・チェアパーソン提出議案

12. 閉会宣言・閉会ゴング 地区ガバナー L. 大関　健一
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2022-2023　出席者名簿
役　職　名

決
議

敬
称

氏　　名 ふりがな 所　　属 出欠

1 地区ガバナー　LCIF コーディネーター　GMA コーディネーター ☆ Ｌ 大関　健一 おおぜきけんいち 国定 ○

2 元国際理事・地区名誉顧問 Ｌ 清水　英徳 しみずひでのり 高崎 ―

3 前地区ガバナー・地区名誉顧問会議長 ☆ Ｌ 矢内　久男 やないひさお 高崎和田 ○

4 第 1 副地区ガバナー ☆ Ｌ 福田　勝巳 ふくだかつみ 桐生西 ○

5 第 2 副地区ガバナー ☆ Ｌ 染谷　文雄 そめやふみお 高崎 ○

6 元地区ガバナー・地区名誉顧問 Ｌ 田中　勝司 たなかかつじ 高崎東 ―

7 〃 Ｌ 星野　勝美 ほしのかつみ 太田 ―

8 〃 Ｌ 藤川　清幸 ふじかわきよゆき 前橋中央 ―

9 〃 Ｌ 植原　　宏 うえはらこう 高崎中央 ―

10 〃 Ｌ 須藤　正明 すとうまさあき 館林 ―

11 〃 Ｌ 松本　元良 まつもともとよし 伊勢崎佐波 ―

12 〃 Ｌ 野村　洋四郎 のむらようしろう 高崎北 ―

13 〃 Ｌ 鈴木　正光 すずきまさみつ 前橋東 ―

14 〃 Ｌ 小板橋　欽也 こいたばしきんや 高崎三山 ―

15 〃 Ｌ 川崎　　弘 かわさきひろし 前橋 ―

16 〃 Ｌ 岡田　繁雄 おかだしげお 高崎中央 ―

17 〃 Ｌ 瀬下　信行 せじものぶゆき 多野藤岡 ―

18 〃 Ｌ 関口　延木 せきぐちのぶき 高崎中央 ―

19 〃 Ｌ 久保田　喜平 くぼたきへい 太田中央 ―

20 キャビネット幹事 ☆ Ｌ 小池　　浩 こいけひろし 国定 ○

21 キャビネット会計 ☆ Ｌ 小林　直行 こばやしなおゆき 国定 ○

22 ＧＭＴコーディネーター Ｌ 髙橋　喜美雄 たかはしきみお 伊勢崎佐波 ○

23 ＧＬＴコーディネーター Ｌ 山口　新作 やまぐちしんさく 高崎北 ○

24 ＧＳＴコーディネーター Ｌ 堀越　正和 ほりこしまさかず 前橋 ○

25 スペシャルティクラブ・FWT コーディネーター Ｌ 田村　和子 たむらかずこ 国定 ○

26 第 1R 第１Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 杉戸　健二 すぎとけんじ 桐生西 ○

27 第 1R 第２Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 谷田部　博義 やたべひろよし 館林 ○

28 第２R 第１Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 福田　皓吏 ふくだてるさと 沼田利根 ○

29 第２R 第２Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 曽根　良明 そねよしあき 松井田 欠

30 第３R 第１Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 関　　信行 せきのぶゆき 高崎和田 ○

31 第３R 第２Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 平尾　利政 ひらおとしまさ 碓氷安中 ○

32 第４R 第１Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 小保方　廣幸 おぼかたひろゆき 前橋東 ○

33 第４R 第２Z ゾーン・チェアパーソン ☆ Ｌ 坂上　泰久 さかうえやすひさ 伊勢崎 ○

34 年次大会実行委員長 ☆ Ｌ 泉　　佳伸 いずみよしのぶ 伊勢崎中央 ○

35 年次大会実行副委員長 Ｌ 小保方　好男 おぼかたよしお 伊勢崎中央 ○

36 地区監査委員 Ｌ 草野　善晴 くさのよしはる 高崎北 ○

37 地区監査委員 Ｌ 狩野　隆浩 かのうたかひろ 高崎北 欠

38 会員会則委員長 ☆ Ｌ 羽鳥　孝行 はとりたかゆき 伊勢崎 ○

39 Marketing・Communication・Ｉ T・PR 委員長 ☆ Ｌ 斉藤　　優 さいとうまさる 境 ○

40 Marketing・Communication・Ｉ T・PR 副委員長 Ｌ 太田　吉昭 おおたよしあき 前橋中央 ○

41 LCIF 委員長 ☆ Ｌ 本多　輝明 ほんだてるあき 国定 ○

42 LCIF 副委員長 Ｌ 亀山　　洋 かめやまひろし 桐生西 ○

43 会員増強・エクステンション (GMA 担当 ) 委員長 ☆ Ｌ 財部　旨興 たからべむねおき 伊勢崎絆 ○

44 会員増強・エクステンション (GMA 担当 ) 副委員長 Ｌ 大島　万津夫 おおしままつお 境 ○

45 ＧＭＡリジョン担当委員（第１Ｒ担当） Ｌ 阿部　　健 あべたけし 大間々 ○
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46 ＧＭＡリジョン担当委員（第２Ｒ担当） Ｌ 島田　眞弥 しまだしんや 渋川 欠

47 ＧＭＡリジョン担当委員（第３Ｒ担当） Ｌ 外所　麗子 とどころれいこ 高崎Ｃｉｔｙ ○

48 ＧＭＡリジョン担当委員（第４Ｒ担当） Ｌ 瀬川　仁史 せがわひとし 前橋敷島南 ○

49 献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員長 ☆ Ｌ 薊　　　　仁 あざみひとし 伊勢崎佐波 ○

50 献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力副委員長 Ｌ 新井　政男 あらいまさお 伊勢崎絆 ○

51 環境保全・社会福祉・アラート委員長 ☆ Ｌ 齊藤　　仁 さいとうひとし 太田東 ○

52 環境保全・社会福祉・アラート副委員長 Ｌ 竹内　昭久 たけうちあきひさ 高崎東 ○

53 次世代リーダーシップ委員長 ☆ Ｌ 山越　清彦 やまこしきよひこ 伊勢崎絆 ○

54 次世代リーダーシップ副委員長 Ｌ 渡辺　孝雄 わたなべたかお 桐生西 ○

55 国際大会委員長 ☆ Ｌ 小荷田　秀伍 こにたひでかず 伊勢崎佐波 ○

56 国際大会副委員長 Ｌ 田沼　　博 たぬまひろし 境 ○

57 レオ育成委員長 ☆ Ｌ 小林　理人 こばやしまさひと 伊勢崎絆 欠

58 レオ育成副委員長 Ｌ 加賀美　圭介 かがみけいすけ 玉村町 ○

59 YCE 委員長 ☆ Ｌ 京口　　誠 きょうぐちまこと 国定 欠

60 YCE 副委員長 Ｌ 大日方　健二 おびたなけんじ 笠懸 ○

61 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員長 ☆ Ｌ 岩田　不二男 いわたふじお 国定 ○

62 ライオンズクエスト・薬物乱用防止副委員長 Ｌ 小暮　啓仁 こぐれたかひと 桐生中央 欠

63 ライオンズクエスト・薬物乱用防止副委員長（薬物防止担当） Ｌ 草野　善晴 くさのよしはる 高崎北 ○

64 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第 1R 担当） Ｌ 井上　克彦 いのうえかつひこ 館林 欠

65 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第 2R 担当） Ｌ 狩野　雅光 かのうまさみつ 吾妻 ○

66 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第 3R 担当） Ｌ 春田　忠良 はるたただよし 榛名 ○

67 ライオンズクエスト・薬物乱用防止リジョン担当委員（第 4R 担当） Ｌ 尾高　一秀 おだかかずひで 前橋中央 欠

68 キャビネット副幹事（第 1R 担当） Ｌ 川原　和哉 かわはらかずや 太田中央 ○

69 キャビネット副幹事（第 2R 担当） Ｌ 小林　　淳 こばやしあつし 高崎 ○

70 キャビネット副幹事（第 3R 担当） Ｌ 岩井　　進 いわいすすむ 富岡 欠

71 キャビネット副幹事（第 4R 担当） Ｌ 高橋　照代 たかはしてるよ 前橋 ○

72 キャビネット管理委員会事務局長 Ｌ 山口　新作 やまぐちしんさく 高崎北 ○

73 前地区監査委員 Ｌ 三木　富男 みきとみお 高崎東 ○

26 47

　※　出欠欄の 「―表示」 は、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、やむを得ず出席要請できなかった役員の方です。
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キキャャビビネネッットト会会議議及及びび付付属属会会議議 議議事事基基準準  
（2022～2023 年度） 

．キャビネット会議は、複合地区会則１６条に基づいて開催され、その構成メンバーは地区

ガバナー、前地区ガバナー、副地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計、

ＧＳＴ・ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＦＷＴの各コーディネーター、ゾーン・チェアパーソン、及び

地区委員長とする。

（ ）複合地区会則１６条３

地区ガバナーは、キャビネット会議を主宰する。定例会議は年 回とし、その他必要

に応じて開くことができる。これらの会議で地区ガバナー、前地区ガバナー、第 副

地区ガバナー、第 副地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計、ゾーン・

チェアパーソンおよび地区委員長に投票権が与えられる。

（ ）複合地区会則１６条４

キャビネット会議の出席者は地区ガバナーが決定する。

（ ）複合地区会則１６条５

地区ガバナーは、キャビネット構成員以外の者を必要に応じで会議に召集し、諮問す

ることができる。

．キャビネット会議の目的は、国際協会の定めるところによって、地区ガバナーの指導運営

方針の徹底とこれに対する理解と協力を求めることにある。

．キャビネット会議は年４回開催する。

第１回 年 ７月２１日（木） 会場：高崎市民活動センター ソシアス 高崎市）

第２回 年１１月１７日（木） 会場：群馬ロイヤルホテル （前橋市）

第３回 年 ２月２４日（金） 会場：群馬ロイヤルホテル （前橋市）

第４回 年 ６月 ８日（木） 会場：ニューいづみ （伊勢崎市）

．キャビネット会議に付属して開催される各種会議で採択された議案は、ゾーン・チェアパ

ーソン会議を経て、キャビネット会に上程されるものとする。

．前項の付属会議の期日に開催されるときも、必要に応じ採択議案は、近く開催されるキャ

ビネット会議へゾーン・チェアパーソンを経由して上程されるものとする。

．ゾーン・チェアパーソン会議の議長は地区ガバナーがあたり、各委員会会議の議長は、直

属委員長がこれにあたる。

ＧＭＡリジョン
担当委員

（第４Ｒ担当）

ＧＭＡリジョン
担当委員

（第１Ｒ担当）

ＧＭＡリジョン
担当委員

（第３Ｒ担当）

ライオンズクエスト・
薬物乱用防止

リジョン担当委員
（第３Ｒ担当）

キャビネット
副幹事

献眼・献血・
アイヘルス・糖尿病
・聴力委員長

献眼・献血・
アイヘルス・糖尿病
・聴力副委員長

ライオンズクエスト・
薬物乱用防止

リジョン担当委員
（第２Ｒ担当）

ＬＣＩＦ副委員長

会員増強・
エクステンション
(GMA担当)
委員長

会員増強・
エクステンション
(GMA担当)
副委員長

国際大会委員長
国際大会
副委員長

３Ｒ２Ｚ ＺＣ

次世代
リーダーシップ
委員長

次世代
リーダーシップ
副委員長

第２回キャビネット会議　座席表
2022年11月17日（木）

群馬ロイヤルホテル　鳳凰の間

２Ｒ１Ｚ ＺＣ

地区監査委員／
ライオンズクエスト
薬物乱用防止
副委員長

前地区監査委員

環境保全・
社会福祉・

アラート委員長

環境保全・
社会福祉・

アラート副委員長

Marketing・
Communication
ＩT・ＰＲ委員長

Marketing・
Communication
ＩT・ＰＲ副委員長

ＬＣＩＦ委員長

会員会則委員長

第二副地区

ガバナー

第一副地区

ガバナー

前地区
ガバナー
・地区名誉
顧問会議長

ＹＣＥ副委員長

ＧＳＴ
コーディネーター

議長席

ＧＭＴ
コーディネーター

ＧＬＴ
コーディネーター／
キャビネット管理
委員会事務局長

１Ｒ１Ｚ ＺＣ １Ｒ２Ｚ ＺＣ

スペシャリティ
クラブ・ＦＷＴ
コーディネーター

地区
ガバナー

キャビネット
幹事

３Ｒ１Ｚ ＺＣ

ライオンズクエスト・
薬物乱用防止
委員長

４Ｒ１Ｚ ＺＣ ４Ｒ２Ｚ ＺＣ 年次大会
実行委員長

年次大会
実行副委員長

レオ育成
副委員長

キャビネット
会計

出席者紹介
キャビネット
副幹事

司会
キャビネット
副幹事

会議看板
国旗

演台
ゴング

万国旗
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キキャャビビネネッットト会会議議及及びび付付属属会会議議 議議事事基基準準  
（2022～2023 年度） 

．キャビネット会議は、複合地区会則１６条に基づいて開催され、その構成メンバーは地区

ガバナー、前地区ガバナー、副地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計、

ＧＳＴ・ＧＭＴ・ＧＬＴ・ＦＷＴの各コーディネーター、ゾーン・チェアパーソン、及び

地区委員長とする。

（ ）複合地区会則１６条３

地区ガバナーは、キャビネット会議を主宰する。定例会議は年 回とし、その他必要

に応じて開くことができる。これらの会議で地区ガバナー、前地区ガバナー、第 副

地区ガバナー、第 副地区ガバナー、キャビネット幹事、キャビネット会計、ゾーン・

チェアパーソンおよび地区委員長に投票権が与えられる。

（ ）複合地区会則１６条４

キャビネット会議の出席者は地区ガバナーが決定する。

（ ）複合地区会則１６条５

地区ガバナーは、キャビネット構成員以外の者を必要に応じで会議に召集し、諮問す

ることができる。

．キャビネット会議の目的は、国際協会の定めるところによって、地区ガバナーの指導運営

方針の徹底とこれに対する理解と協力を求めることにある。

．キャビネット会議は年４回開催する。

第１回 年 ７月２１日（木） 会場：高崎市民活動センター ソシアス 高崎市）

第２回 年１１月１７日（木） 会場：群馬ロイヤルホテル （前橋市）

第３回 年 ２月２４日（金） 会場：群馬ロイヤルホテル （前橋市）

第４回 年 ６月 ８日（木） 会場：ニューいづみ （伊勢崎市）

．キャビネット会議に付属して開催される各種会議で採択された議案は、ゾーン・チェアパ

ーソン会議を経て、キャビネット会に上程されるものとする。

．前項の付属会議の期日に開催されるときも、必要に応じ採択議案は、近く開催されるキャ

ビネット会議へゾーン・チェアパーソンを経由して上程されるものとする。

．ゾーン・チェアパーソン会議の議長は地区ガバナーがあたり、各委員会会議の議長は、直

属委員長がこれにあたる。
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．ゾーン・チェアパーソン会議は主に議案整備のために予備会議とし、キャビネット会議上

程議案としての採否の決定は、議長が行う。各コーディネーターはオブザーバーとして出

席する。

．キャビネット会議の議長及びゾーン・チェアパーソン会議の議長は地区ガバナーがあたり、

キャビネット幹事、キャビネット会計（又は副幹事、副会計）はこれを補佐し、地区ガバ

ナーの指示によって所管事項説明を行う。

．副幹事、副会計はキャビネット内局席から、各委員等はオブザーバー席から各々、地区ガ

バナーの要請に応じて各種報告又は提出議案の説明を行う。

キャビネット会議の議案の上程審議は別に定める順序によって行い、議決は会議参加者の

意見の大勢を判断して地区ガバナーの裁定をもってする。

キャビネット会議は地区ガバナーの召集するものによって開かれ、代理出席は認めないが、

欠席者の文章による提案を認める。

別の定めのない限り、キャビネット会議及び付属会議の運営は、ライオンズ各種会議議事

習慣に倣うものとする｡
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ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区 
地区ガバナー、第一・第二副地区ガバナー推薦委員会規則 

  
この内規は３３３－Ｄ地区にとって最重要案件である次期第一・第二副地区ガバナーの選出が、地区

内の融和と協調の上にたって、ふさわしい人材を求め、公明正大な選出を行い、地区の健全な発展を期

するために「標記推薦委員会」の設置を次の条文で定める。

第１条 名称

本委員会の名称は「ガバナー推薦委員会」（以下、推薦委員会）とする。

第２条 推薦委員会の目的

本委員会は各候補者を地区年次大会選挙において信任投票になるように努力することを目的

とする。

第３条 推薦委員会の設置

（１） 地区ガバナーは推薦委員会の委員を指名する。その者が委員となり、地区ガバナーが委員

長を務め、ゾーン・チェアパーソンから副委員長１名を互選する。

名誉顧問・元地区ガバナー・ゾーン・チェアパーソン

なお、必要に応じて元リジョン・チェアパーソンまたはゾーン・チェアパーソン経験者よ

り、若干名を選任することもある。

（２） 委員から第二副地区ガバナー候補者が出た場合は、推薦委員会構成員を辞退する。

（３） 推薦委員会は、各リジョンから推薦を受けた候補者の数が、１人の場合はその候補者を、

複数人の場合は諸般の事情を的確に判断して調整を図り、１名の候補者を決定する。その

期限は１１月末日とする。

（４） 第二副地区ガバナーが半期以上を務めた場合は、第一副地区ガバナーの推薦を優先する。

但し、地区年次大会において、国際付則第９条第６項 に従って、出席して投票した代

議員の過半数の賛成投票を得なければならない。

第４条 推薦委員会の手順

（１） 地区ガバナーは別途９月末までに地区内有資格者調査と確認を行う。

（２） 委員会は９月１日に立候補届先、受付開始日及び締切日を通知する。

届 出 先 キャビネット事務局

届出開始日 １０月１日 （土日の場合はその直後の平日とする）

届出締切日 １０月３１日 （土日の場合はその直後の平日とする）

（３） 委員会は１月末日までに立候補者の選考を終了し、第３回キャビネット会議で承認を受け、

その日より指名選挙管理委員会に付託する。

第５条 各立候補者資格審査基準

（１） ３３３－Ｄ地区ガバナー、第一副地区ガバナー、第二副地区ガバナー各推薦規則による。

（２） 国際会則・付則に基づき、第二副地区ガバナー就任時点で下記の条件を満たしていること。
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クラブ会長として全期または任期の過半を、そして理事会構成員として更に２年以上

務め、かつ

ゾーン・チェアパーソン、リジョン・チェアパーソン、キャビネット幹事、キャビネ

ット会計のいずれかの役職者として、全期または任期の過半を務めた者。

上記のいずれの役職も、同時に達成させることはできない。

（３） 所定の書式による立候補届並びに推薦状、所信文の提出があること。

（４） ライオンズクラブについて習熟し、人格円満にして、優れたリーダーシップの持ち主であ

ること。

（５） 所属クラブは元より、ゾーン、リジョンにおいて大きな信頼を得ていること、地区におけ

る過去の業績・貢献度を勘案すること。

第７条 立候補者届出

立候補者は１０月末日までに、所定の立候補届並びに推薦状に所信文を添えて、本人または所

属クラブが地区ガバナーへ届け出ること。（届け先はキャビネット事務局）

第８条 立候補者の調整、各日程の変更

立候補届出者が無い場合、委員会は慎重審議の上、有資格者から候補者を推薦する。立候補者

が複数になった場合も、第５条に合わせて、信任投票となるよう努力する。

なお、審議にあたって期日の変更が必要な場合は条文に掲げた日程等変更する事が出来る。

第９条 地区年次大会への議案提出

推薦委員会は推薦した候補者を委員会推薦候補者として公表し、地区ガバナーはこの答申を尊

重し、キャビネット会議の決議を経て国際会則国際付則及び複合地区会則の定めるところによ

り、「候補者」の推薦を準地区の年次大会に提出議案として提出する。

第１０条 空席補充

現職の地区ガバナー、第一、第二副地区ガバナー、または本規則により推薦された候補者が欠

けたときは、国際会則付則及び複合地区会則に基づき、空席補充の手続きを行う。

第１１条 本規則の改廃

本規則は地区キャビネットの決議、２／３以上の賛成で改廃できる。

（付則）

年 月 日制定、 年 月 日より施行。

年 月 日一部改正、 年 月 日より施行。

年 月 日、第 回年次大会議決を経て一部改正、 年 月 日施行する。

年 月 日、第４回キャビネット会議にてリジョン・チェアパーソンの文言を一部、ゾー

ン・チェアパーソンに変更。
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クラブ会長として全期または任期の過半を、そして理事会構成員として更に２年以上

務め、かつ

ゾーン・チェアパーソン、リジョン・チェアパーソン、キャビネット幹事、キャビネ

ット会計のいずれかの役職者として、全期または任期の過半を務めた者。

上記のいずれの役職も、同時に達成させることはできない。

（３） 所定の書式による立候補届並びに推薦状、所信文の提出があること。

（４） ライオンズクラブについて習熟し、人格円満にして、優れたリーダーシップの持ち主であ

ること。

（５） 所属クラブは元より、ゾーン、リジョンにおいて大きな信頼を得ていること、地区におけ

る過去の業績・貢献度を勘案すること。

第７条 立候補者届出

立候補者は１０月末日までに、所定の立候補届並びに推薦状に所信文を添えて、本人または所

属クラブが地区ガバナーへ届け出ること。（届け先はキャビネット事務局）

第８条 立候補者の調整、各日程の変更

立候補届出者が無い場合、委員会は慎重審議の上、有資格者から候補者を推薦する。立候補者

が複数になった場合も、第５条に合わせて、信任投票となるよう努力する。

なお、審議にあたって期日の変更が必要な場合は条文に掲げた日程等変更する事が出来る。

第９条 地区年次大会への議案提出

推薦委員会は推薦した候補者を委員会推薦候補者として公表し、地区ガバナーはこの答申を尊

重し、キャビネット会議の決議を経て国際会則国際付則及び複合地区会則の定めるところによ

り、「候補者」の推薦を準地区の年次大会に提出議案として提出する。

第１０条 空席補充

現職の地区ガバナー、第一、第二副地区ガバナー、または本規則により推薦された候補者が欠

けたときは、国際会則付則及び複合地区会則に基づき、空席補充の手続きを行う。

第１１条 本規則の改廃

本規則は地区キャビネットの決議、２／３以上の賛成で改廃できる。

（付則）

年 月 日制定、 年 月 日より施行。

年 月 日一部改正、 年 月 日より施行。

年 月 日、第 回年次大会議決を経て一部改正、 年 月 日施行する。

年 月 日、第４回キャビネット会議にてリジョン・チェアパーソンの文言を一部、ゾー

ン・チェアパーソンに変更。

ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区
第二副地区ガバナー立候補者推薦規則

ライオンズクラブ国際協会３３３－Ｄ地区は、第二副地区ガバナー候補者の推薦に関して、

以下の事項を、３３３－Ｄ地区第二副地区ガバナー推薦規則として次の条文を定める。

第１条 目的

「地区ガバナー」はまさに地区の代表者であり、ライオニズムを体現し、国際プログラム推

進にリーダーシップを発揮し、地区の運営を繁栄に導き、他地区のガバナーと友好を深め、時に

議論して、複合地区ガバナー協議会の運営にもあたるという、誰よりも大きな重責を担っている。 

本規則に記される事項は国際協会国際付則にあるように、第二副地区ガバナーが次期の第

一副地区ガバナー就任を経て、次々期における地区ガバナーへの立候補者資格を付与すること

を前提としている重要性を鑑み、当地区第二副地区ガバナー候補者にふさわしい人材を求め、

公正かつ民主的、しかも会員にわかりやすい推薦資格及び方法を定めることを目的とする。 

なお、この申し合わせ事項は、自らの意思により第二副地区ガバナーに立候補しようとする者

をいささかも拘束するものではない。 

第２条 推薦の基準

（１）  最近のライオンズに関する知識を習得し、円満な人格とリーダーの資質を備え、健康な者

であること。 

（２）  国際協会国際付則第９条第６項（ｃ）の第二副地区ガバナーに立候補できる資格を持つ

会員であること。 

（３）  国際協会国際付則第１０条第２項（ｃ）の第二副地区ガバナーの任務を遂行できる者でる

こと。 

（４）  次年度において第一副地区ガバナーに、次々年度において地区ガバナーに立候補する

重責を理解し、それにふさわしい人物であること。 

第３条 立候補の手続き

１． 立候補者届の提出  

第二副地区ガバナー候補者の推薦を受け、かつ推薦を受諾する者は本規則にもとづいて

第二副地区ガバナー立候補者届出書を、推薦手続規則の期日である１０月３１日までに

キャビネット事務局へ提出する。 

２． ガバナー推薦委員会及びキャビネット会議への付議  

地区ガバナーは、前項の立候補届の提出を受けた場合は、仮受付をし、第３回キャビネッ

ト会議までに「ガバナー推薦委員会」を開催し、資格審査の上、正式に受理する手続きを
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採るものとする。 

第４条 地区年次大会への選出

地区ガバナーは推薦委員会の答申を尊重し、キャビネット会議の決議を経て国際会則及び

複合地区会則の定めるところにより、「候補者」の推薦を準地区の年次大会に提案する。

第５条 推薦等の有効期限と特例

推薦及び推薦にかかるすべての申し合わせの効力は、当該年度の終了をもって消滅する。

第６条 期限と特例

地区ガバナーは諸般の状況により、第３条の期限の定めを変更することができる。

第７条 正会員の権利の保障

本規則は、国際会則及び複合地区会則に定める正会員の権利を排除するものではない。

（付則）

２００５年４月２３日制定、２００５年７月１日より施行

２００８年４月２７日一部改正、２００８年７月１日より施行

２０１２年４月８日開催第５８回年次大会決議を経て、同年４月９日より施行

２０１５年６月１５日、第４回キャビネット会議にて、の文言を一部変更

２０２０年２月３日 第２条（１）項目の文言を一部変更

２０２０年２月３日 第３条 推薦の手順 の項目を削除する
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３３３－Ｄ地区現況報告
年 月 日現在

地区ガバナー Ｌ 大関 健一

キャビネット幹事 Ｌ 小池 浩

１． クラブ数及び会員数

クラブ種別
年 月 日期首 年 月 日現在 増減

ｸﾗﾌﾞ数 総会員数 ｸﾗﾌﾞ数 総会員数 クラブ数 総会員数

ライオンズ

クラブ

結成：

解散：

増減：

入会：

退会：

物故：

増減：

※転入 転出含む

女性会員数 女性会員数

家族会員数※

特別家族数

家族会員数※

特別家族数

（ｸﾗﾌﾞ支部） （ ） 支部会員数 （ ） 支部会員数

ﾗｲｵﾈｽｸﾗﾌﾞ

レオクラブ １

※女性会員・支部会員・家族会員（いわゆる子会員の数。含む特別家族会員）は総会員数に含まれます。

※家族会員数の上段は家族会員数、下段は家族会員数に含まれる特別家族会員数を 内に明記。

２．クラブＥＸＴについて（ ～ ）

クラブ種別 新ｸﾗﾌﾞ結成数 クラブ名 結成日 ﾁｬｰﾀｰ 結成時会員数

ライオンズクラブ クラブ 年 月 日 ﾁｬｰﾀｰﾒﾝﾊﾞｰ数：

支 部 クラブ

年 月 日 結成時会員数：

年 月 日 結成時会員数：

年 月 日 結成時会員数：

レオクラブ クラブ 年 月 日 結成時会員数：

３．活動内容について（ ～ ）

項目 件数 金額又は時間等 同 人当たり

金銭アクティビティ 件 円 円

労力アクティビティ 件 時間 時間

献血アクティビティ
全血 名

成分 名

献眼者 名

献眼登録者 名

件 円

＄献金＋その他 ｸﾗﾌﾞ 名 円

その他の 献金 ｸﾗﾌﾞ 円

４．ＹＣＥ生について（ ～ ）

時 期 派遣学生 受入学生 受入家庭

年 夏期
中止

年 冬期
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５．今期のキャビネット会議について

項目 日程 会場

第 回キャビネット会議 年 月 日（木） 高崎市民活動センター（ソシアス）

第 回キャビネット会議 年 月 日（木） 群馬ロイヤルホテル（鳳凰の間）

第 回キャビネット会議 年 月 日（金） 群馬ロイヤルホテル（鳳凰の間）

第 回キャビネット会議 年 月 日 木 ニューいづみ

６． ・情報（地区ニュース）について

・地区ホームページリニューアルを実施。 を活用し地区内クラブとのシェア。

・国際協会や地区キャビネットの情報をダウンロードできる環境にしてペーパレス。

７．第 回地区年次大会予定

大会日程・場所
年次大会： 年 月 日（土）

場所：メガネのイタガキ文化ホール伊勢崎

旧：伊勢崎文化会館

後 夜 祭： 年 月 日（土） 場所：ニューいづみ

８．特記事項

（１）アラートセミナー

・開催日： 年 月 日（月）

・会 場：高崎市民活動センター（ソシアス）

・参加者： 名

（２）公認ガイディングライオン研修会

・開催日： 年 月 日（水）

・会 場：高崎市総合福祉センター （会議室４）

・受講者： 名

（３） セミナー

・開催日： 年 月 日（水）

・会 場：群馬ロイヤルホテル 階（鳳凰の間）

・参加者： 名
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転入 再入 新入 転出 死亡 退会 9月末 増減
大間々 40 0 0 1 0 0 0 41 1
桐生中央 30 0 0 0 0 0 0 30 0
笠懸 65 0 0 1 0 0 0 66 1
桐生西 22 0 0 0 0 1 0 21 -1
藪塚 21 0 0 0 0 0 0 21 0

178 0 0 2 0 1 0 179 1
太田 62 0 0 4 0 0 0 66 4
館林 25 0 0 1 0 0 0 26 1
太田中央 38 0 0 4 0 0 0 42 4
館林中央 12 0 0 1 0 0 0 13 1
板倉 15 0 0 0 0 0 1 14 -1
太田東 15 0 0 0 0 0 0 15 0
太田西 46 0 0 0 0 1 0 45 -1

213 0 0 10 0 1 1 221 8
391 0 0 12 0 2 1 400 9

嬬恋 24 0 0 0 0 0 0 24 0
沼田利根 46 0 0 1 0 0 0 47 1
吾妻 45 0 0 0 0 0 0 45 0
高崎三山 64 0 0 3 0 0 1 66 2
月夜野 23 0 0 0 0 0 1 22 -1
高崎東 38 0 0 8 0 0 0 46 8

240 0 0 12 0 0 2 250 10
高崎 131 0 0 0 0 0 0 131 0
渋川 101 0 0 5 0 0 1 105 4
渋川中央 41 0 0 0 0 0 0 41 0
高崎パール 9 0 0 0 0 0 0 9 0
松井田 36 0 0 3 0 0 0 39 3

318 0 0 8 0 0 1 325 7
558 0 0 20 0 0 3 575 17

多野藤岡 24 0 0 0 0 0 0 24 0
高崎和田 47 0 0 1 0 0 0 48 1
高崎北 63 1 0 5 0 0 0 69 6
榛名 19 0 0 1 0 0 1 19 0
藤岡市 16 0 0 0 0 0 0 16 0
玉村町 53 0 0 3 0 0 0 56 3
高崎ニューセンチュリー 7 0 0 0 0 0 0 7 0

229 1 0 10 0 0 1 239 10
高崎中央 67 0 0 0 0 0 0 67 0
富岡 71 0 0 2 0 0 3 70 -1
碓氷安中 42 0 0 1 0 0 3 40 -2
吉井 11 0 0 1 0 0 0 12 1
高崎城 27 0 0 0 0 0 0 27 0
高崎City 13 0 0 0 0 0 0 13 0

231 0 0 4 0 0 6 229 -2
460 1 0 14 0 0 7 468 8

前橋 77 0 0 1 0 0 2 76 -1
前橋中央 103 0 0 5 0 0 0 108 5
前橋東 15 9 0 1 0 0 0 25 10
前橋敷島南 16 0 0 0 0 0 1 15 -1
前橋北 36 0 0 0 9 0 1 26 -10

247 9 0 7 9 0 4 250 3
伊勢崎 15 0 0 1 0 0 0 16 1
伊勢崎中央 17 0 0 1 0 0 0 18 1
境 29 0 0 2 0 0 0 31 2
国定 25 0 0 0 0 0 2 23 -2
伊勢崎佐波 44 0 0 3 0 0 1 46 2
伊勢崎絆 36 0 0 2 0 0 0 38 2

166 0 0 9 0 0 3 172 6
413 9 0 16 9 0 7 422 9

1,822 10 0 62 9 2 18 1,865 43地区合計

4

1

2

Z小計

R合計

Z小計

Z小計
R合計

1

1

2

R合計

Z小計

2

1

2

3

1

2

Z小計

Z小計

Z小計
R合計

Z小計

　　　　　　2022年9月度　期首からの会員動静　　（抽出期間：2022年7月度～2022年9月度）

入会 退会R Z クラブ名 期首
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件数 金額
一人当り

金額
件数 人×時

一人当り
時間

件数 量 CC

大間々 41 1 20,000 487 3 66 1.6 0 0
桐生中央 30 7 262,747 8,758 2 16 0.5 0 0
笠懸 66 3 793,735 12,026 2 113 1.7 1 20,800
桐生西 21 9 420,266 20,012 2 22 1 1 29,600
藪塚 21 8 175,219 8,343 5 53 2.5 0 0

179 28 1,671,967 9,341 14 270 1.5 2 50,400
太田 66 1 3,000 45 2 97 1.5 0 0
館林 26 6 100,294 3,857 3 63 2.4 2 37,000
太田中央 42 1 1,664,964 39,642 0 0 0 0 0
館林中央 13 0 0 0 0 0 0 0 0
板倉 14 1 34,000 2,428 1 18 1.3 1 226,800
太田東 15 4 89,500 5,966 4 24 1.6 4 111,000
太田西 45 3 202,000 4,488 3 62 1.4 2 123,400

221 16 2,093,758 9,474 13 264 1.2 9 498,200
400 44 3,765,725 9,414 27 534 1.3 11 548,600

嬬恋 24 0 0 0 0 0 0 1 22,200
沼田利根 47 4 141,000 3,000 2 232 4.9 1 37,400
吾妻 45 6 188,400 4,186 2 146 3.2 0 0
高崎三山 66 6 339,340 5,141 1 178 2.7 0 0
月夜野 22 7 63,300 2,877 4 26 1.2 1 22,200
高崎東 46 4 376,145 8,177 4 165 3.6 1 12,600

250 27 1,108,185 4,433 13 747 3 4 94,400
高崎 131 6 499,397 3,812 4 13 0.1 1 38,400
渋川 105 10 199,191 1,897 3 72.5 0.7 1 24,200
渋川中央 41 1 4,000 97 0 0 0 0 0
高崎パール 9 4 46,610 5,178 0 0 0 1 32,600
松井田 39 1 5,000 128 0 0 0 0 0

325 22 754,198 2,321 7 85.5 0.3 3 95,200
575 49 1,862,383 3,239 20 832.5 1.4 7 189,600

多野藤岡 24 1 35,000 1,458 0 0 0 0 0
高崎和田 48 6 183,302 3,818 2 34 0.7 1 12,800
高崎北 69 1 61,808 895 5 115 1.7 0 0
榛名 19 1 20,000 1,052 1 23.5 1.2 1 15,400
藤岡市 16 5 51,500 3,218 0 0 0 0 0
玉村町 56 0 0 0 3 18 0.3 0 0
高崎ニューセンチュリー 7 0 0 0 0 0 0 0 0

239 14 351,610 1,471 11 190.5 0.8 2 28,200
高崎中央 67 6 286,000 4,268 1 2 0 0 0
富岡 70 9 257,800 3,682 2 55 0.8 0 0
碓氷安中 40 4 138,500 3,462 3 42 1.1 1 19,600
吉井 12 0 0 0 0 0 0 1 10,600
高崎城 27 5 126,640 4,690 2 51 1.9 2 12,000
高崎City 13 0 0 0 2 6 0.5 1 11,800

229 24 808,940 3,533 10 156 0.7 5 54,000
468 38 1,160,550 2,480 21 346.5 0.7 7 82,200

前橋 76 5 171,500 2,256 0 0 0 0 0
前橋中央 108 11 495,135 4,584 0 0 0 2 30,200
前橋東 25 7 47,600 1,904 0 0 0 1 800
前橋敷島南 15 0 0 0 0 0 0 0 0
前橋北 26 6 109,600 4,215 0 0 0 0 0

250 29 823,835 3,295 0 0 0 3 31,000
伊勢崎 16 5 318,596 19,912 1 4 0.2 0 0
伊勢崎中央 18 4 46,400 2,577 1 6 0.3 0 0
境 31 4 77,400 2,496 2 41 1.3 1 6,800
国定 23 6 724,391 31,495 3 12 0.5 0 0
伊勢崎佐波 46 5 99,400 2,160 1 6 0.1 0 0
伊勢崎絆 38 5 135,069 3,554 2 26 0.7 1 28,400

172 29 1,401,256 8,147 10 95 0.6 2 35,200
422 58 2,225,091 5,273 10 95 0.2 5 66,200

1,865 189 9,013,749 4,833 78 1,808 1 30 886,600

4

Z

1

9月末
会員数

金銭ACT

地区合計

Z小計

Z小計
R合計

Z小計

Z小計
R合計

Z小計

Z小計

Z小計

3

1

クラブ名

2

労力ACT

R合計

　　　　　　2022年9月度　アクティビティ集計　（抽出期間：2022年7月度～2022年9月度）

2

R合計

Z小計

献血

1

1

2

2

1

2

R
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200cc 400cc 成分 200cc 400cc 成分 200cc 400cc 成分 200cc 400cc 成分
大間々 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
桐生中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
笠懸 0 2 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 51 0 0 20,800
桐生西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 71 0 0 29,600
藪塚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 2 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 122 0 0 50,400
太田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
館林 0 0 0 0 0 0 0 3 0 9 85 0 0 3 0 9 85 0 37,000 37,000
太田中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
館林中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
板倉 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 22 556 0 0 226,800
太田東 0 0 0 0 0 0 0 0 0 55 43 0 0 0 0 65 245 262 28,200 111,000
太田西 0 0 0 0 0 0 0 0 0 19 299 333 0 0 0 19 299 333 123,400 123,400

0 0 0 0 0 0 0 3 0 83 427 333 0 3 0 115 1,185 595 188,600 498,200
0 2 0 0 2 1 0 3 0 83 427 333 0 3 0 123 1,307 595 188,600 548,600

嬬恋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 55 0 0 22,200
沼田利根 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 92 0 0 0 0 3 92 0 37,400 37,400
吾妻 0 40 0 0 40 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
高崎三山 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
月夜野 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 54 0 0 0 0 3 54 0 22,200 22,200
高崎東 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 30 42 0 1 0 1 30 42 12,600 12,600

0 40 0 0 40 0 0 1 0 7 176 42 0 1 0 8 231 42 72,200 94,400
高崎 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 95 99 0 1 0 0 95 99 38,400 38,400
渋川 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 5 55 0 0 24,200
渋川中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
高崎パール 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 81 87 0 32,600
松井田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 95 99 0 4 0 6 231 186 38,400 95,200
0 40 0 0 40 0 0 2 0 7 271 141 0 5 0 14 462 228 110,600 189,600

多野藤岡 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
高崎和田 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 39 0 0 0 0 32 39 12,800 12,800
高崎北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
榛名 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 0 36 0 0 15,400
藤岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
玉村町 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
高崎ニューセンチュリー 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 32 39 1 2 0 0 68 39 12,800 28,200
高崎中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
富岡 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
碓氷安中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 41 0 0 19,600
吉井 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 26 0 0 10,600
高崎城 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 0 0 24 36 0 12,000
高崎City 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 28 39 0 11,800

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 15 0 2 119 75 0 54,000
0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 32 39 1 17 0 2 187 114 12,800 82,200

前橋 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
前橋中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 75 3 0 0 0 1 75 3 30,200 30,200
前橋東 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 800
前橋敷島南 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
前橋北 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 75 3 0 1 0 1 76 4 30,200 31,000
伊勢崎 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
伊勢崎中央 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
境 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 4 2 12 14 0 6,800
国定 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
伊勢崎佐波 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
伊勢崎絆 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 0 63 0 0 28,400

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 4 2 75 14 0 35,200
0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 75 3 0 13 4 3 151 18 30,200 66,200
0 42 0 0 42 3 0 5 0 91 805 516 1 38 4 142 2,107 955 342,200 886,600

Z小計

Z小計
R合計

4

1

2

総合計

Z小計

Z小計
R合計

Z小計

Z小計
R合計

2

1

2

3

1

2

Z小計

Z小計
R合計

一般 会員会員
一
般

提供
者数

1

1

2

会員 一般

　　　　　　2022 年9 月度　献眼・献血　　　（抽出期間：2022年7月度～2022年9 月度）

月計 累計
献眼 献血

R Z クラブ名 月計 累計 採血量
一般 月計 累計提供

者数
会員
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MJF献金 MJF数 その他献金 MJF献金 MJF数 その他献金 LCIF総合計
大間々 0 0 0 0 0 0 0
桐生中央 138,747 1 33,300 138,747 1 33,300 172,047
笠懸 693,750 5 0 693,750 5 0 693,750
桐生西 277,494 2 33,300 277,494 2 33,300 310,794
藪塚 0 0 0 0 0 0 0

1,109,991 8 66,600 1,109,991 8 66,600 1,176,591
太田 0 0 0 0 0 0 0
館林 0 0 0 0 0 0 0
太田中央 1,664,976 12 0 1,664,976 12 0 1,664,976
館林中央 0 0 0 0 0 0 0
板倉 0 0 0 0 0 0 0
太田東 0 0 0 0 0 0 0
太田西 0 0 0 0 0 0 0

1,664,976 12 0 1,664,976 12 0 1,664,976
2,774,967 20 66,600 2,774,967 20 66,600 2,841,567

嬬恋 0 0 0 0 0 0 0
沼田利根 0 0 0 0 0 0 0
吾妻 0 0 0 0 0 0 0
高崎三山 0 0 0 0 0 0 0
月夜野 0 0 0 0 0 0 0
高崎東 138,747 1 0 274,146 2 0 274,146

138,747 1 0 274,146 2 0 274,146
高崎 138,748 1 0 138,748 1 0 138,748
渋川 0 0 0 0 0 0 0
渋川中央 0 0 0 0 0 0 0
高崎パール 0 0 0 0 0 0 0
松井田 0 0 0 0 0 0 0

138,748 1 0 138,748 1 0 138,748
277,495 2 0 412,894 3 0 412,894

多野藤岡 0 0 0 0 0 0 0
高崎和田 0 0 0 0 0 0 0
高崎北 0 0 0 0 0 0 0
榛名 0 0 0 0 0 0 0
藤岡市 0 0 0 0 0 0 0
玉村町 0 0 0 0 0 0 0
高崎ニューセンチュリー 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0
高崎中央 0 0 0 0 0 0 0
富岡 0 0 0 0 0 0 0
碓氷安中 0 0 0 0 0 0 0
吉井 0 0 0 0 0 0 0
高崎城 0 0 0 0 0 0 0
高崎City 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0
0 0 0 0 0 0 0

前橋 0 0 0 0 0 0 0
前橋中央 138,748 1 0 274,147 2 27,150 301,297
前橋東 0 0 0 0 0 0 0
前橋敷島南 0 0 0 0 0 0 0
前橋北 0 0 0 0 0 0 0

138,748 1 0 274,147 2 27,150 301,297
伊勢崎 0 0 0 272,196 2 0 272,196
伊勢崎中央 0 0 0 0 0 0 0
境 0 0 0 0 0 0 0
国定 0 0 0 676,991 5 0 676,991
伊勢崎佐波 0 0 0 0 0 0 0
伊勢崎絆 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 949,187 7 0 949,187
138,748 1 0 1,223,334 9 27,150 1,250,484

3,191,210 23 66,600 4,411,195 32 93,750 4,504,945地区合計

Z小計

Z小計
R合計

Z小計

Z小計
R合計

2

1

2

3

1

2

Z小計

Z小計

1

R合計

Z小計

Z小計
R合計

　　　　　　　2022年9月度　LCIF献金　　　　　（抽出期間：2022年7月度～2022年9月度）

4

1

2

R Z クラブ名 9月 合計

1

2
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メルビン・ジョーンズ・フェロー　（1,000 ドル献金）　名簿

2022 年 7 月 ~2022 年 9 月の集計期間

R Z クラブ名 MJF 名（ ）内は回数 口数 Z 計 R 計

1

1

桐生中央 平賀　友則（１） 1

8

20

笠懸

大橋　利一（４） 1
後藤　正次朗（３） 1
正田　幸寿（１） 1
田辺　賢二（１） 1
籾山　順二（６） 1

桐生西 杉戸　健二（１） 1
福田　勝巳（１６） 1

太田中央

伊藤　　登（６） 1

12

梅澤　孝一（８） 1
岡村　達哉（６） 1
加藤　　剛（３） 1
川原　和哉（７） 1
小林　陽一（４） 1

佐々木　常雄（１１） 1
鈴木　信昭（６） 1
長野　敏明（４） 1
濱田　博文（５） 1
本澤　敬忠（３） 1
吉田　晃行（２） 1

2 1 高崎東 田中　勝司（２２） 1 2 3中島　務（４） 1
2 高崎 染谷　文雄（６） 1 1

4

1 前橋中央 藤川　清幸（１４） 1

4 9
志村　優亘（６） 1

2 伊勢崎 坂上　泰久（１） 1
深澤　栄心（１） 1

国定 大関　健一（１１） 5 5
累計 32 32 32
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収入の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

前 年 度 繰 越 金 繰越金（通帳1,414,563円＋手許金27,218円）

地 区 会 費 日本ﾗｲｵﾝｽﾞでｸﾗﾌﾞから集金して、D地区に一括支払い。
上期-正：1353名　支部：43名

特 別 会 計
登 録 料 等 キャビネット会議、委員会の登録料等
東 京 オ リ ン ピ ッ ク
支 援 金

雑 収 入 ﾄﾞﾈｰｼｮﾝ･還付金･利息加入

収 入 額 計
合　　　　計

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

ガ バ ナ ー 費 公式訪問、周年行事、国際大会

会 議 費 キャビネット会議、付属会議

研 修 費 研修会参加、ｾﾐﾅｰ参加

旅 費 交 通 費 ｷｬﾋﾞﾈｯﾄ会議、複合日本ﾚﾍﾞﾙ会議

贈 呈 費 ｶﾞﾊﾞﾅｰ記念品(ネクタイ、バッジ）、ヘアドネ

地 区 指 導 費 ZC　8名×50,000円

Ｇ Ａ Ｔ 活 動 費 DC活動資金　4名×５0,000円

地 区 委 員 会 費
給 料 手 当 事務局員給与

法 定 福 利 費 労働保険料

什 器 備 品 費 事務用機器リース（電話機、複合機等）、Weｂ会議用機器

事 務 用 消 耗 品 費 ｺﾋﾟｰ紙、ｲﾝｸﾄﾅｰ

事 務 局 費 事務局換気扇設置費、珈琲、ｺﾞﾐ袋、お茶（ペットボトル）

印 刷 費 役員名簿・名刺、会議資料等

通 信 費 電話・Ｆａｘ・郵送・Wifi

交 際 接 待 費 手土産(首長・新聞社・国際理事等)

慶 弔 費 供花・香典・弔電・周年行事祝い金等

賃 借 費 地代家賃

会 計 間 移 動 会費移動先会計：大会､PR情報､アイバンク

３ ３ ３ 複 合 333複合分担金（日本ﾗｲｵﾝｽﾞ分担金も含む）

雑 費 振込手数料等

寄 付 金
特 別 Ｅ Ｘ Ｔ 費 新規ｸﾗﾌﾞ/新規ﾚｵｸﾗﾌの開設

雑 損 失
東京オリン ピッ ク支 援金
返 金

支 出 額 計
立 替 金
災 害 見 舞 金 拠 出 　

予 備 費
繰 越 金

合　　　　計

2022 -2023年度　第１四半期決算報告書

一　般　会　計

2022年7月1日～2022 年9月30日
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収入の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

前 年 度 繰 越 金 繰越金

年 次 大 会 費 正：1200×1353名/支部：＠600×43名（上期）
200円×6ヶ月×1350名(下期)

大 会 登 録 料 @5,000円×560名
後 夜 祭 登 録 料 @10,000円×130名
ゴ ル フ 登 録 料 @5,000円×150名
協 賛 金 収 入 ｺﾞﾙﾌ･ﾄﾞﾈｰｼｮﾝ､協賛広告、ラペルピン販売等

レ オ 育 成
雑 収 入
収 入 額 計

合　　　　計

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

総 務 ・ 財 務
登 録
後 夜 祭 ＠8,000円　ニューいづみ
式 典 会 場 メガネのイタガキ文化ホール
食 糧 午後からの開会（役員、リハーサル関係者分）

記 念 品
ア ワ ー ド 及 び 記 念 バ ッ ジ アワード：記念バッチ、登録証
受 付 接 待
救 護
ゴ ル フ 賞品
大 会 誌 1000冊
Ｐ Ｒ 記 録 DVD作成など
構 内 販 売 メガネのイタガキ文化ホールは物品販売はNG

ア ト ラ ク シ ョ ン
駐 車 場 交 通 案 内 駐車場代
会 場 整 理 交通誘導員
記 念 事 業 費 アイバンク、盲導犬、レオ

事 務 所 費
会 議 費 全体会議、部会会議、アワード会議
事 務 用 品 ・ 通 信 郵送料・印刷費
Ｌ Ｃ Ｉ Ｆ 拠 出 金
感 染 症 対 策 費 消毒・除菌・体温測定等感染対策費
雑 費 振込手数料
支 出 額 計
予 備 費
繰 越 金
合　　　　計

2022-2023年度　第１四半期決算報告書

大　会　会　計
２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日
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収入の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

前 年 度 繰 越 金 繰越金

会 員 拠 出 金
正：＠400×1,353名
支部：@200×43名

補 助 金

雑 収 入 利息加入

合　　　　計

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

会 議 費 0

ホ ー ム ペー ジ 関係 165,000 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ作成/更新/24h運用

印 刷 費 113,500 2021年：地区冊子(ﾆｭｰｽ)

映 像 関 係 220,000

通 信 費 0

広 告 宣 伝 231,000 新聞、パンフレット等（会員増強）

リ モ ー ト 会 議 502,986
Web会議ｼｽﾃﾑ @50,000円×4回
(ｷｬﾋﾞ主管会議、新型ｺﾛﾅ対応)

雑 費 990 振込手数料

支 出 額 計 1,233,476

繰 越 金

合　　　　計

2022-2023 年度　第１四半期決算報告書

ライオンズＰＲ情報管理協力金

２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日
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収入の部
前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

ＹＣＥ特別基金（旧） 5,960,338

青少年育成基金（旧）

ＹＣＥ特別基金（旧）

青少年育成基金（旧）

青 少 年 育 成 基 金

参加・登録料 青 少 年 育 成 基 金 薬物乱用防止教育認定講師登録料等

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

旅 費 交 通 費

キ ャ ン プ 支 援

来 日 生 支 援

派 遣 生 支 援

雑 費 新型コロナ終息後の活動費

Ｙ Ｃ Ｅ 小 計

レ オ 育 成 交通費など

レ オ 活 動 費

レ オ 支 援 金 5000円×12ヶ月×１ｸﾗﾌﾞ

雑 費

レ オ 小 計

薬 物 乱 用 防 止 講師料など

寄 付 金 青少年育成会館へ寄付

雑 費 　

薬 乱 防 止 小 計

会員拠出金

雑 収 入

合 計

2022-2023年度　第１四半期決算報告書

青少年育成基金
２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日

科目

国 際 協 会 レ オ 育 成 交 付 金
地 区 委 員 会 費
（ 一 般 会 計 よ り ）

前年度繰越金

雑 費

支 出 額 計

合 計

Ｙ Ｃ Ｅ

レ オ

薬 乱

繰 越 金

3535



収入の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

繰 越 金
会 員 拠 出 金
（ 青 少 年 育 成 ）
ＬＣＩＦ交付金 交付金申請額

参加費・登録料 ライオンズクラブメンバー分

雑 収 入
合　　　計

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

ワークショップ 施設使用料

会 議 費

新 聞 図 書 費

旅 費 交 通 費

事 業 費 印刷費・保険料

通 信 費 切手代、送料

雑 費 振込手数料

Ｊ Ｉ Ｙ Ｄ 講師派遣料

支 出 額 計

繰 越 金
合 計

2022-2023年度　第１四半期決算報告書

ライオンズクエスト活動基金（ＬＣＩＦ交付金事業）
２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日
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収入の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

前 年 度 繰 越 金
地 区 会 費

複 合 よ り
寄 付 金
雑 収 入
一 般 会 計 よ り
合　　　　計

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

見 舞 金 拠 出
雑 費 振込手数料

支 出 金 額 計
繰 越 金
合　　　　計

収入の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

前 年 度 繰 越 金

地 区 会 費 一般会計から　正：＠1000×1３５３名
支部：＠500×43名

雑 収 入
合　　　　計

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

拠 出 金 拠 出 1000円×1416名

雑 費 振込手数料

支 出 金 額 計
繰 越 金
合　　　　計

科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考
前 年 度 繰 越 金
収 入
雑 収 入
支 出 金 額 計
繰 越 金

合 計

２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日

2022-2023年度　第１四半期決算報告書

災害見舞積立金
２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日

アイバンク拠出金
２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日

地区シェアリング基金
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収入の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

前年度繰越金

寄 付 金 ドネーション

雑 収 入

合　　　　計

支出の部
科目 前年度実績 予算額 実績 予算比 増減率 備考

寄 付 金 拠 出 日本盲導犬協会へ寄付

雑 費 振込手数料

支 出 金 額 計

繰 越 金

合　　　　計

2022-2023年度　　第１四半期決算報告書

盲導犬
２０２２年７月１日～２０２２年９月３０日
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ＧＭＴ（グローバル・メンバーシップ・チーム）報告
コーディネーター　L. 髙橋　喜美雄

　ガバナー公式訪問では、各クラブにおける会員増強についての問題点、課題について、多く

のご意見を頂くことができました。

三役研修会で諮問された下記について、

　○地区会員増強目標を達成するための行動計画

　○第一副地区ガバナーとの協力

　○会員増強・エクステンション、ＦＷＴ、レオ育成他委員との連携

　○複合地区コーディネーターへの報告

　　第２回ゾーン・チェアパーソン会議に出席

　　　○ ゾーン・チェアパーソンに、会員増強のためツールの提供、又、協力を要請して、多

くのクラブを直接訪問し、会員増強のお願いをする。

　　　　関係各ライオンのご協力を宜しくお願い申し上げます。

現在の増減についてですが 9 月末時点で４３増となっております。

入入会会人人数数 退退会会人人数数 増増減減 会会員員数数月月頭頭 会会員員数数月月末末

期期首首

77月月

88月月

99月月

合合計計

入入会会人人数数（（転転入入含含むむ））

退退会会人人数数（（死死亡亡含含むむ））

増増減減
会会員員数数月月末末

年度

３３３ Ｄ地区 月別会員増減数

7月期首 7月 8月 9月

入会人数 38 19 15
退会人数 -12 -9 -8
増減 26 10 7
会員数月末 1822 1848 1858 1865

1820

1825

1830

1835

1840

1845

1850

1855

1860

1865

1870

-20

-10

0

10

20

30

40

50

4040



GLT（グローバル・サービス・チーム）報告
コーディネーター　L. 山口　新作

　GLT の活動としては 8 月 24 日に GLT・GST セミナーとして群馬ロイヤルホテルにて行い

ました。GLT の時間では 330-A 元ガバナーの L. 進藤　義夫にセミナーをお願いして有意義な

時間を参加者にご教授していただきました。今期の私の目標として掲げさせていただいた、解

らないをなくす取り組みについても浸透してきたのかなと考えています。

　今期は次世代リーダー委員会と情報を共有しながら年明けの 2 月 9 日に新人オリエンテー

ションを開催しライオンズクラブの基本から教えていきたいと思います。キャビネット事務局

発信にてご案内をお出しいたしましたのでご興味のある方はご参加をよろしくお願いいたしま

す。
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ＧＳＴ（グローバル・サービス・チーム）報告
コーディネーター　L. 堀越　正和

　

ググロローーババルル・・ササーービビスス・・チチーームム 報報告告
ココーーデディィネネーータターー 堀堀越越 正正和和

活動目標と活動予定

① 世界ライオンズデーに クラブ合同アクティビティの計画と遂行 月予定
現在集計をして報告できるように準備しております。

② 合同のライオンズセミナーの開催 月 日予定
名以上のライオンの皆様に受講していただきました。

③ 推進セミナーの開催 年 回
月までに開催予定

④ 献眼・献血セミナーの開催遂行 年 回
未定次回のキャビネット会議に報告できるように準備いたします。

⑤ ３３３ 地区で金銭獲得アクティビティの開発 地区合同アクティビティの開発
アンケートをもとに金銭獲得ではないですがゾーンを飛び越えたアクティビティ開発

⑥ 糖尿病セミナーの開催遂行とインパクトのある事業の開発 年 回
今回はリーフレットを全クラブに配布し普及活動を行いました。

⑦ ガバナーと連携して 会議に参加し奉仕活動のヒントを皆様にお伝えする 年数回
ズーム会議 回実地

⑧ アンケートの実施 年 回
現在集計中

⑨ 思いやりは大切にアワードの提出
３３３複合地区に 地区が代表に選ばれました。

⑩ ７０ｔｈアニバーサリープロジェクトの告知
のハッシュタグを付けライオンズの奉仕活動を日本全国のライオンズで一斉に

上で報告する。

連携委員会

献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員会 環境保全・社会福祉・アラート委員会
会員会則委員会レオ育成委員会 委員会 ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会

※各委員長と連携し地域の皆様のためになるインパクトのある行動計画を遂行いたします。

現在の目標を掲げた中で達成できた％は５０％です。 ％になるよう努力いたします
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スペシャルティクラブ・

FWT（ファミリー＆ウーマン・チーム）報告
コーディネーター　L. 田村　和子

　今期ＳＣＰ・ＦＷＴの目標としている活動の中で、

◉　 小児がんの支援　ヘアドネーション活動については、友人知人への周知を広げるため、パ

ンフレット、ポスターの配布のお願いを行い、美容室へのパンフレット、ポスターの掲示

をお願いしています。

◉　 会員増強については、スペシャルティクラブの結成を予定しております。

　　 異業種交流会を開催し、ライオンズクラブの活動の周知を行い、入会、会員増強に繋がる

よう交流会を開催致しました。これにより、入会希望者の掘り起こしや、入会を迷ってい

る方の決断をいただきました。

引き続き目標を達成するよう活動して行きますので、皆様のご協力をお願い致します。
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第１Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

L. 杉戸　健二

１．ガバナー公式訪問について
第１R では、日時、場所、日程、実行予算、各クラブの負担金等について ZC2 名
で協議し準備を進めて、9 月１4 日に開催する事と致しました。ホストクラブは
第１Z の桐生西Ｌ C です。なお開催にあたり各クラブからいただいた負担金・登
録料の残金 40,807 円を第 1R の 12 クラブに案分してウクライナ人道支援金と
しました。

２．ＺＣ公式訪問について
ＺＣ公式訪問は６月 20 日、第１Ｚ５クラブによるゾーンミーティングの際、各
クラブに日時や場所について連絡してくれるよう要請しました。７月２２日に桐
生西ＬＣ、8 月 2 日に藪塚 LC、8 月 5 日に桐生中央 LC、8 月 9 日に大間々 LC、
9 月 7 日に笠懸 LC を公式訪問しました。

３．第１回ガバナー諮問委員会について
第 1 Ｚの第 1 回ガバナー諮問委員会は 9 月 12 日に藪塚ＬＣのホストにより開催
されました。会議の中では、ＹＣＥ生の受け入れについて（従来は観光地への案
内が主になっていたところがありますが）地区での簡素化されたモデルプラン等
の定時があると助かる等の声が上がりました。

第２回ガバナー諮問委員会の開催に向け、準備を進めて行きたいと思います。
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第１Ｒ第２Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

L. 谷田部　博義

ガバナー公式訪問について
　　 第１R では 2022 年９月１４日（水）14：00 ～　桐生グランドホテルにおいて開催致し

ました。各クラブ会長スローガン、活動方針及び目標数値、MJF 等の協力目標などの確認
作業を行いました。（ホストクラブ）桐生西ライオンズクラブ

第 1 回ガバナー諮問委員会について
　　 第 1R 第 2Z では 2022 年 9 月 26 日（月）14：00 ～　館林文化会館　第 3 号室におい

て開催いたしました。新しい奉仕活動、5 年先 10 年先のクラブ状態の考察、献金目標に
関して話し合いを行いました。（ホストクラブ）板倉ライオンズクラブ

ZC 公式訪問について
　　 ZC 公式訪問は 9 月 1 日太田ライオンズクラブ、9 月 2 日太田中央ライオンズクラブ、9

月 12 日太田西ライオンズクラブ、9 月 21 日太田東ライオンズクラブ、10 月 20 日館林
ライオンズクラブの例会に訪問いたしました。館林中央ライオンズクラブ及び板倉ライオ
ンズクラブにはこれからうかがう予定です。

ゾーン合同アクトに関して
　　次回諮問委員会のその他事項として話し合いの時間を持ちたいと思います。
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第２Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

L. 福田　皓吏

【ゾーン・チェアパーソン公式訪問】

８月２日 沼田利根ライオンズクラブ （１２：１５）司鮨（別館）

８月１８日 月夜野ライオンズクラブ （１８：３０）満留伊屋食堂

９月１日 嬬恋ライオンズクラブ （１２：１５）ホテル軽井沢

９月７日 吾妻ライオンズクラブ （１８：３０）中之条商工会

９月１６日 高崎三山ライオンズクラブ （１２：１５）マリエール高崎

９月２２日 高崎東ライオンズクラブ （１２：１５）弥助鮨

【第２R 合同ミーティング】

８月３日（水）１４：３０　会場：ホテルベラヴィータ　ホストクラブ沼田利根 LC

【第２R 地区ガバナー公式訪問】

９月７日（水）１３：３０　会場：ホテルベラヴィータ　ホストクラブ沼田利根 LC

【第１回ガバナー諮問委員会】

９月２１日（水）会場：ホテルベラヴィータ　ホストクラブ沼田利根 LC

【第２回ガバナー諮問委員会】

１１月９日（水）会場：プレヴェール渋川　ホストクラブ渋川 LC

【第３回ガバナー諮問委員会】

３月８日　（水）会場：ビエント高崎　ホストクラブ松井田 LC

【第２R 合同ミーティング】

６月７日　（水）塚越屋七兵衛　ホストクラブ松井田 LC

１０月８日（土）ライオンズデー

１０月８日（土）前後にウクライナ人道支援募金を各クラブで実施する

沼田利根 LC 所属クラブですが１０月８日（土）沼田市産業展示即売会々場にて

献眼登録１３１名

ウクライナ支援募金￥１１，１８０でした
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第２Ｒ第２Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

Ｌ．曽根　良明

「令和４年　上半期第２R 第２Z 公式訪問報告書」

　８月　３日（水） ２R 合同ミーティング１１クラブ参加 沼田市開催

　８月２５日（木） 高崎パールライオンズクラブ １３：００ 高崎市開催

　９月　１日（木） 渋川中央ライオンズクラブ １２：１５ 渋川市開催

　９月　７日（水） ガバナー公式訪問 １３：３０ 沼田市開催

　９月１５日（木） 高崎ライオンズクラブ １２：１５ 高崎市開催

　９月１６日（金） 渋川ライオンズクラブ １２：３０ 渋川市開催

　９月２１日（水） 第１回ガバナー諮問委員会 １４：００ 沼田市開催

１０月１５日（土） 松井田ライオンズクラブ １８：３０ 高崎市開催

１１月　９日（水） 第２回　ガバナー諮問委員会 １４：００ 渋川市開催

５ライオンズクラブ ZC 地区役委員公式訪問終了しました。

訪問先においては会員拡大と LCIF、MJF 寄付お願い致しました及びウクライナ人道支援募金

をイベント等での活動お願い致しました。
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第３R 第１Z　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

L. 関　信行 

　各クラブ訪問を行いました結果ですが、私の感じた所は、会員数の多いクラブは例会にかけ

る時間が 40 ～ 50 分かけておりました。報告事項、審議事項をしっかりと報告や審議に時間

をかけて、行っていました。

　アクティビティや活動が、多い分時間が掛かるように感じました。

　人数の少ないクラブは、アクティビティや活動計画が少ない分時間が、短く感じました。

　そこで思ったのが、人数の少ないクラブが、外部への活動報告の発信がうまく機能すれば、

クラブの会員増強や既存メンバーの意識改革に繋がり、クラブの活性化になると思い、ガバナー

に相談しました。すぐにガバナーが Facebook 勉強会を IT・PR 副委員長にお願いをして頂き、

Facebook 勉強会をキャビネット事務局で開催致しました。参加クラブは第 3R で、試験的に

行いましたので、2 クラブの参加でしたが、初めての投稿までを行う事が、出来ましたので、

今後クラブ活動を外部に発信して、クラブの活性化に繋がればと思います。

　今期 CAB で推進しております合同アクティビティ活動ですが、コロナ渦で思うように、ク

ラブ・アクティビティー活動出来ないクラブもありますが、第 3R では合同アクティビティを、

今期行う予定です。急遽決まりましたので、3R 全クラブの参加には至らなかったですが、

76％のクラブが参加予定です。

　第 1Z も全 7 クラブで、合同アクティビティを行う予定です。

　詳細説明や結果報告を含め次回ご報告を行いたいと思います。
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第３Ｒ第２Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

Ｌ．平尾　利政

　各クラブのＺＣ公式訪問、第１回ガバナー諮問委員会、ガバナー公式訪問を下記の日程で終

了いたしました。 

【活動報告】　ＺＣ・地区役員公式訪問 

1，8/4 高崎城ライオンズクラブ 

2，8/10 髙崎ｃｉｔｙライオンズクラブ 

3，8/25 高崎中央ライオンズクラブ 

4，8/25 富岡ライオンズクラブ 

5，9/1 吉井ライオンズクラブ 

6，9/2 高崎和田ライオンズクラブ 

7，7/29 第１回ガバナー諮問委員会　マリエール高崎 

8，9/12 地区ガバナー公式訪問 １部：ガバナーとクラブ三役の懇談会

  ２部：ガバナー公式訪問

　高崎和田ライオンズクラブにおきましては、１Ｚのため本来ですと関ＺＣが担当となってお

りますが、ゾーン違いのクラブも勉強のため訪問したく、碓氷安中と交代させていただきました。 

　第１回ガバナー諮問委員会では、「奉仕活動をテーマ」に堀越ＧＳＴに参加いただき、合同ア

クティビティについて話をして頂きました。

　９月下旬に、高崎経済大学の献血活動について日本赤十字センターから景品についての協力

要請を頂きましたので、学生が喜ぶ景品を提供し献血人数のアップを目指すために、３Ｒ（１

２クラブ中９クラブ　75％賛同）での合同アクティビティを開催します。高崎経済大学の生徒

は７割が県外から来ており一人暮らしが多いため、インスタントラーメン３種類を１セットと

して配布します。

　今後も、毎年６月と１１月に高崎経済大学にて献血活動を、３Ｒのラインズクラブと日本赤

十字センターならびに高崎経済大学の学生と一緒に実施する予定です。

　また、高崎経済大学　研究グループ支援チームより、学生の社会貢献活動の実績報告と致し

まして「地域 ･ 社会貢献白書」がキャビネット宛に送られてきました。高崎経済大学からの希

望により高崎市内の各クラブ、２Ｒと３Ｒの１２クラブに配布いたしました。

　今後は、高崎市内の２Ｒと３Ｒのライオンズクラブと高崎経済大学の生徒による新しいカタ

チの合同アクティビティを開催する予定でいます。次年度にもつなげてゆけるように努めます。
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　地区ガバナー公式訪問におきましては、１クラブ上限を７名迄として登録していただき、３

Ｒ１４クラブで三役懇談会５１名登録、ガバナー公式訪問７２名登録いただき開催し、ガバナー

との情報共有と懇親を深めていただきました。

　第２回ガバナー諮問委員会では、会員増強を中心に諮問員会を開催しました。４０～５０代

の入会者が増えており明るい未来を感じます。

　７月～９月の３カ月間の会員数は、１Ｚが１１名入会、退会１名で「純増１０人」。２Ｚが４

名入会の退会６名で「純増－２人」。３Ｒ全体では４６０人から４６８人「純増８人」となって

います。

　第２副地区ガバナーにつきましては、富岡ＬＣより選出する予定で調整をしております。多

くの課題がありますが、出来ない理由を言うのではなく、どうしたら出来るかを皆さんと一緒

に考えて、今後は５０代のガバナー候補者を、積極的に出せるように取り組んでゆきたいと思っ

ております。
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第４Ｒ第１Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

L. 小保方　廣幸

【ゾーン・チェアパーソン公式訪問】

７月２８日 ( 木 )　前橋中央ライオンズクラブ　　　群馬ロイヤルホテル

８月１８日 ( 木 )　前橋ライオンズクラブ　　　　　群馬ロイヤルホテル

９月　１日 ( 木 )　前橋東ライオンズクラブ　　　　登利平

９月　６日 ( 火 )　前橋北ライオンズクラブ　　　　ホテルサンダーソン

９月２６日 ( 月 )　前橋敷島南ライオンズクラブ　　スワン

※ 大関ガバナーの方針・意向を各メンバーに伝えた。特に、会員の増強やＬＣＩＦ献金につい

てお願いをさせていただいた。

【前橋５ＬＣ三役会】

　昨年に引き続き、本年度も「黄色い帽子プロジェクト」を５ＬＣの共同アクト　事業として

取り組むこととなった。（前橋ＬＣが幹事となる）又、各クラブがチャリティー事業として、ゴ

ルフ大会等を開催することの発表があった。

【その他】

第１回ガバナー諮問委員会（１Ｚのみ）　　　　８月２４日

第２回ガバナー諮問委員会（１Ｚ・２Ｚ合同）　１１月１１日開催予定
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各委員会方針

１．会員会則委員会 

２．Marketing・Communication・IT・PR 委員会 

３．ＬＣＩＦ委員会 

４．会員増強・エクステンション（ＧＭＡ担当）委員会 

５．献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員会 

６．環境保全・社会福祉・アラート委員会 

７．次世代リーダーシップ委員会 

８．国際大会委員会 

９．レオ育成委員会 

１０．ＹＣＥ委員会 

１１．ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 

１２．年次大会実行委員会 

第４Ｒ第２Ｚ　ゾーン・チェアパーソン活動報告
ゾーン・チェアパーソン

L. 坂上　泰久

【ゾーン・チェアパーソン活動報告】

7 月　5 日㈫ 伊勢崎ＬＣ 12：30 ～ 伊勢崎プリオパレス

7 月 19 日㈫ 伊勢崎中央ＬＣ 18：30 ～ ニューいづみ

7 月 20 日㈬ 境ＬＣ 19：00 ～ 天武

8 月　1 日㈪ 国定ＬＣ 18：00 ～ はなぜん

8 月　3 日㈬ 伊勢崎佐波ＬＣ 19：00 ～ プラザ・アリア

8 月 10 日㈬ 伊勢崎絆ＬＣ 19：00 ～ プラザ・アリア

【ガバナー諮問委員会並びにガバナー公式訪問】

・第１回ガバナー諮問委員会 9 月　2 日㈮ プラザ・アリア

◎ガバナー公式訪問 9 月 16 日㈮ ニューいづみ

　今期もコロナ禍で、健康面での配慮等、考えた中での活動となりました。公式訪問は、７月

５日㈫～８月１０日㈬迄、予定どおり６クラブを訪問させていただき、今期のガバナーの方針や、

会員増強及びＬＣＩＦの目標を説明させていただきました。

　また、会員増強の中で、本年度からのスペシャリティクラブ等の説明等も丁寧にさせていた

だきました。

　そして、第１回ガバナー諮問委員会では、６クラブの現状や問題点等を色々とお聞きするこ

とが出来、大変有意義でした。

　ガバナー公式訪問では、１ゾーンの前橋エリアの５クラブの現状を聞くことが出来、２ゾー

ンももっと、他クラブとの連携を考えていかなくてはと考えました。
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各委員会方針

１．会員会則委員会 

２．Marketing・Communication・IT・PR 委員会 

３．ＬＣＩＦ委員会 

４．会員増強・エクステンション（ＧＭＡ担当）委員会 

５．献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員会 

６．環境保全・社会福祉・アラート委員会 

７．次世代リーダーシップ委員会 

８．国際大会委員会 

９．レオ育成委員会 

１０．ＹＣＥ委員会 

１１．ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会 

１２．年次大会実行委員会 
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会員会則委員会
委員長 羽鳥 孝行

月１５日、日本ライオンズ第１回会則委員会ウエブ会議において
ライオンズ必携６０版の主な訂正個所について三宮委員長より報告

① 国際協会の指名声明文 年１０月サンディエゴ国際理事会決議
② 国際会則及び付則の改正 第１０３回国際大会 年６月バーチャル

国際会則第５条第４項 ａ 、
国際付則第２条第４項 ａ ・第５項・第６項・第４条第１項・第９条第６項

③ 国際付則の改正 第 回国際大会 年６月モントリオール
国際付則第 条第２項 会費値上げ３年間にわたって計７ドルの増額

④ 標準版ライオンズクラブ会則及び付則の改正 年４月ハワイ国際理事会
標準版クラブ会則第７条第１項・付則第３条第９項・第５条第１項 ｅ

⑤ 複合地区会則の改正 年５月第 回 複合地区年次大会
複合地区会則第６条１項・第 条 項 ～ 複合地区条文と一致させる

⑥ 複合地区会則の改正 年５月、６月第 回複合地区年次大会又は代議員書面決議
複合地区会則第５条８項・第 条 項・第 条 項

⑦ 国際理事候補者推薦選挙手続き規則の改正 年５月・６月第 回各複合地区年
次大会又は代議員書面決議
第６条

⑧ 複合地区会則の条文掲載の修正
第 条２項・第 条４項・第 条２項
リジョン及びゾーンの変更が地区ガバナーの専権事項ではなくなった。

⑨ その他
●ライオンズクラブについて
ライオンズ必携 版 前書きの説明文に下記文言を挿人
「各複合地区は独立した権限と責任を持ち、それぞれの複合地区会則に基づいて運
営され、この上にいくつかの複合地区を統括するような組織を作ることはできな
い。このことを踏まえた上で、日本国内の複合地区ガバナー協議会をサポートする
ため、 年７月一般社団法人日本ライオンズを設立し、日本のライオンズに共
通な事項について各種会議を持ち、融和協調のうちに、その進歩を図りつつある。」

●役員及び来賓の席順
公認プロトコール

番目にコーデネーター・ライオン追加挿人、以下順位繰り下げ
６番目のＬＣＩＦ理事会 国際理事会方針書第９章には明記、太平洋アジア課に確
認する。

●略語集 新規掲載
●ライオンズ必携 版発行の工程表について

７月７日 ～ 年度臨時社員総会に６万５千部発行案の了承
９月１２日発行部数確定 有償合計６ ４４２１冊 事務所在庫５７９冊
９月２８日凸版印刷 株 の工場から各複合地区、地区事務局ヘ一斉発送
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会員会則委員会
委員長 羽鳥 孝行

月１５日、日本ライオンズ第１回会則委員会ウエブ会議において
ライオンズ必携６０版の主な訂正個所について三宮委員長より報告

① 国際協会の指名声明文 年１０月サンディエゴ国際理事会決議
② 国際会則及び付則の改正 第１０３回国際大会 年６月バーチャル

国際会則第５条第４項 ａ 、
国際付則第２条第４項 ａ ・第５項・第６項・第４条第１項・第９条第６項

③ 国際付則の改正 第 回国際大会 年６月モントリオール
国際付則第 条第２項 会費値上げ３年間にわたって計７ドルの増額

④ 標準版ライオンズクラブ会則及び付則の改正 年４月ハワイ国際理事会
標準版クラブ会則第７条第１項・付則第３条第９項・第５条第１項 ｅ

⑤ 複合地区会則の改正 年５月第 回 複合地区年次大会
複合地区会則第６条１項・第 条 項 ～ 複合地区条文と一致させる

⑥ 複合地区会則の改正 年５月、６月第 回複合地区年次大会又は代議員書面決議
複合地区会則第５条８項・第 条 項・第 条 項

⑦ 国際理事候補者推薦選挙手続き規則の改正 年５月・６月第 回各複合地区年
次大会又は代議員書面決議
第６条

⑧ 複合地区会則の条文掲載の修正
第 条２項・第 条４項・第 条２項
リジョン及びゾーンの変更が地区ガバナーの専権事項ではなくなった。

⑨ その他
●ライオンズクラブについて
ライオンズ必携 版 前書きの説明文に下記文言を挿人
「各複合地区は独立した権限と責任を持ち、それぞれの複合地区会則に基づいて運
営され、この上にいくつかの複合地区を統括するような組織を作ることはできな
い。このことを踏まえた上で、日本国内の複合地区ガバナー協議会をサポートする
ため、 年７月一般社団法人日本ライオンズを設立し、日本のライオンズに共
通な事項について各種会議を持ち、融和協調のうちに、その進歩を図りつつある。」

●役員及び来賓の席順
公認プロトコール

番目にコーデネーター・ライオン追加挿人、以下順位繰り下げ
６番目のＬＣＩＦ理事会 国際理事会方針書第９章には明記、太平洋アジア課に確
認する。

●略語集 新規掲載
●ライオンズ必携 版発行の工程表について

７月７日 ～ 年度臨時社員総会に６万５千部発行案の了承
９月１２日発行部数確定 有償合計６ ４４２１冊 事務所在庫５７９冊
９月２８日凸版印刷 株 の工場から各複合地区、地区事務局ヘ一斉発送

Marketing･Communication･IT･PR 委員会
委員長　L. 斉藤　優

コロナの影響で集まるのが憚れるため、ズーム会議を 2 度行い、会長・幹事・正副委員長等で
意思統一を図りました。その結果、次のような方針が確認され、実行に移されました。

①  SNS を通しての積極的な情報発信→クラブ内、キャビネット内の情報共有による仲間意識
の涵養と活動の質と量の向上。対外的にライオンズクラブの存在と意義を知らせることに
よって認知度を高め、新入会員増加につなげる→主にフェイスブックによって実施しました。

② 希望者に対するフェイスブック開設のお手伝い→ 10 月 6 日にキャビネット事務局において
実施し、マンツーマンの指導により、参加の皆さんには好評を博しました。

LCIF 委員会
委員長　L. 本多　輝明

・期首 7 月より 3 ヶ月が経過しました。
・ガバナー目標 1500 万円 (MJF 含む）。
・全 47 クラブより 9 月末現在 450 万円の寄付を頂きました。
・ 歴史的円安で出遅れ気味ですが、今後地区一斉ウクライナ募金、また各クラブのアクティビティ

が計画されておりますので、寄付額の増加が期待されます。
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会員増強・エクステンション委員会

委員長 Ｌ．財部 旨興

期首からの会員の増減について

１Ｒ／７月入会７名・退会０名 ２Ｒ／７月入会１３名・退会１名
８月入会４名・退会１名 ８月入会 ４名・退会０名
９月入会１名・退会２名 ９月入会 ３名・退会２名

Ｒ合計 １２名 ３名 Ｒ合計 ２０名 ３名

３Ｒ／７月入会９名・退会２名 ４Ｒ／７月入会９名・退会９名
８月入会４名・退会１名 ８月入会７名・退会７名
９月入会２名・退会４名 ９月入会９名・退会０名

Ｒ合計 １５名 ７名 Ｒ合計 ２５名 １６名

月末での入会者数合計７２名・退会者数２９名 プラス４３名
地区全体 月期首 人 月期末 人

四半期の 地区の会員の現状です

昨年度作成いたしました、入会促進用ミニパンフレット「ライオンズクラブ活動紹介

＆入会のしおり」を会員増強ツールとして活用していただくため、年内中に各クラブに

配布させて頂きます。お手持ちの入会促進用物品と併せてご活用していただければ幸い

でございます。

引き続き、会員増強にご協力をお願い致します。

入会人数 退会人数 増減 １R会員数 入会人数 退会人数 増減 ３R会員数

期首 期首

7 月 7 月

8 月 8 月

9 月 9 月

合計 合計

入会人数 退会人数 増減 ２R会員数 入会人数 退会人数 増減 ４R会員数

期首 期首

7 月 7 月

8 月 8 月

9 月 9 月

合計 合計

3 3 3 - D地区　会員増減数（７月期首～９月末）

１ ２

３ ４

会員増強・エクステンション委員会
委員長　L. 財部　旨興
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献眼・献血・アイヘルス・糖尿病・聴力委員会
委員長　L. 薊　　仁 

　コロナ禍のため、基本的には人を一場所に集めることのない活動をしようと考えておりまし
た。そして、当委員会の名称の通り、様々な守備範囲がありますが、すべて実行するのは困難
だと思い、「献眼」に注力しようと考え、最初に実行したことは、３３３－Ｄ地区すべてのクラ
ブ宛に、献眼に結び付ける活動の実施をお願いするため、「アイバンクぐんま」と「献眼登録用
はがき」をそれぞれ１００部ずつお配りさせていただきました。使い方は、献眼登録活動を実
施していただき、そこで配布していただくこと。コロナ禍で開催が困難であれば、会員一人一
人が、友人、家族等に差し上げていただくこと。また、会員自ら、再度献眼登録をしていただ
くこと等を希望してお願いいたしました。委員長としての私の希望は、各クラブ宛に新三役の
任期が始まった早い時期に送り届けたくて、キャビネットに郵送をお願いしたのですが、手違
いがあったか、あるいは何かしらの理由で、ガバナー公式訪問の時に、各クラブ宛にお渡しし
ていただいたようでした。何はともあれ、ひとつの活動はできました。今キャビネットもあと
８か月任期がありますので、もう一活動を考え、実行したいと思います。

環境保全・社会福祉・アラート委員会
委員長　L. 齊藤　仁

①　仮称　群馬レスキュウライオンズクラブ結成について
　　 群馬防災士会・会長・損保協会・行政士会・建築士会・防災機器販売業者・県 OB・市

OB・自衛官 OB・消防団等からメンバーを募り、20 名で発足したいと考えております。
②　普通救急救命講習について
　　 各方面・関係者様、県消防防災危機管理室の担当者様と 7 回会議を進めて参りました。普

通救急救命講習を今後展開したいと思います。333D 地区ライオンズメンバー 1R~4R の
ZC の協力を得て県下 14 消防の消防本部の会場を借りて行いたいと思います。

③　防災備蓄倉庫建設の計画について
　　 防災備蓄倉庫を建設したいと考えております。ここには各方面から災害にと備品が多く届

き、これを整理・管理する必要があります。これには多くのボランティア人員がかかりま
すので、大学生も含めて各所に協力依頼をしたいと思います。協力者は各方面からの有志、
自治体や各機関との連携も必要となります。

④　県民防災の日について
　　 毎年 9 月 1 日の県民防災の日に、前橋・高崎・伊勢崎・太田等持ち回りで防災訓練を実施

しております。ここにライオンズの活動を PR するため、ライオンズマーク入りテント、
ライオンズメンバーを表す揃いのジャンパー等での参加を計画したいと思います。

2022.10.31 東京・上野で 333 地区複合アラート会議に出席し、新潟県台風の被災状況視察し
てまいりました。防災弱者へのサポート非常に大切としっかり考えさせられ、今後これ以上に
がんばらなくてはならないと強く感じました。
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自衛隊・警察・消防・消防団・ボランティア・多くの人の助けが必要と思いました。私も元自
衛官で多くの災害現場経験しており、多くの皆さんのサポートが必要と強く思いました。

次世代リーダーシップ委員会
委員長　L. 山越　清彦

GLT コーディネーターにご指導いただき、
2022.8.24 に『GLT・GST セミナー』を開催いたしました。
講師に
L. 進藤　義夫　ライオンズクラブ国際協会　330-A 地区　名誉顧問
L. 堀越　正和　ライオンズクラブ国際協会　333-D 地区　GST コーディネーター
をお招きし、活動を通じたライオンズクラブの魅力を拝聴でき大変有意義なセミナーでした。

今後もガバナーズスローガン「一緒ならできる」、アクティビティスローガン「楽しむ」をモッ
トーに GLT コーディネーターと連携し会員増強に繋がる活動を行います。

※次回、若手リーダーの育成を行うべく『新人会員オリエンテーション』を
2023.2.9 に開催を予定しております。

国際大会委員会
委員長　L. 小荷田　秀伍

　2022 年 7 月 1 日より委員長として今日まで活動して参りましたが、なかなか私が思い描い
ていた通りには活動が出来ませんでした。オセアルフォーラムも今までコロナ禍の影響で、な
かなか開催に漕ぎ着ける事が出来ずにおりましたが、関係各位のご努力にも寄りましてなんと
か 11 月 24 日から 11 月 27 日までの期間で開催する運びと成りました。しかし、参加者が思
う様に集まらず少ない事、残念に思っております。これも、コロナ禍の影響で集まっての話し
合い等が出来なかった事が原因であると感じる次第です。
　また今後、来年の 7 月 5 日より開催予定のアメリカ・ボストン国際大会には、是非とも１人
でも多くの方が参加できますように、尽力して参りたいと思っております。併せて、各クラブ
の皆様のご協力も何卒宜しくお願い致します。
　結びに、新型コロナウィルスの終息を心より祈念し、両大会が滞りなく開催されます事を期
待し、私の挨拶と代えさせて頂きます。
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レオ育成委員会
委員長　L. 小林　理人

8/24
群馬県倉淵村、はまゆう山荘にて群馬 Jr オーケストラの合宿並びにレオ例会を行い
合宿後の発表会にてウクライナ支援募金活動を行う。

9/4
高崎市文化会館にて高崎少年少女オーケストラ 25 周年記念演奏会を開催
演奏会中にウクライナ支援募金活動を行う。

10/15
伊勢崎市民間福祉施設　ロータスビレッジにて慰問演奏会を開催

ＹＣＥ委員会
委員長　L. 京口　誠

　YCE 委員会においては、コロナ禍の影響で令和 4 年 12 月冬期の YCE 派遣、受け入れは中
止と決まっております。
　また、来年 7 月の夏期 YCE の派遣、受け入れも中止との連絡が入っております。
　来年夏期 7 月末から 8 月初めに予定計画していた YCE キャンプについても、計画が立って
おりません。
　以上の状況で、今期の YCE 委員会としては、派遣、受け入れ、キャンプいずれも対応すべ
き具体的な案件がありません。

以上

ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会
委員長　L．岩田　不二男

　ライオンズクエスト・薬物乱用防止委員会の L．岩田　不二男です。
　今期ライオンズクエストワークショップを当初は 8/9・10 日の 2 日間の日程で行う予定で
準備をしていましたが先生方の ( 働き方改革、群馬県指示 ) のご指導のもと 8/9 日の 1 日開催
として行いました。先生方も集中してのワークショップになり時間は短かったですが中身の濃
いセミナーになりました。先生方の感想文を頂き拝見したところ大変勉強になり一日も早く時
間授業に取り入れたいとの声が多く聞こえました。ライオンズクラブのメンバーとして委員長
としても青少年の事業での感動を覚えました。
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薬物乱用防止認定講座について
　2022/9/20 高崎総合福祉センター研修室にて受講者 32 名のメンバーに受講していただきま
した、地区内での薬物乱用防止教室のニーズが高まり認定講師の育成が急務になり 11/4 には
上級認定講習会を行い実際に県内で教室を行っているライオンズメンバーに講師になりグルー
プワークを行い実践していただき学校現場へ行っていただきたいと思います。

年次大会実行委員会
委員長　L. 泉　佳伸

　第 69 回年次大会は、2023 年 4 月 15 日 ( 土 ) メガネのイタガキ文化ホール伊勢崎（旧名 :
伊勢崎市文化会館）で開催致します。

　大会テーマは「一致団結　夢のある奉仕」と決定しました。

　10 月 28 日 ( 金 ) に各部会担当者にお集まりいただき、第 1 回実行委員会全体会議を開催致
しました。4R11 クラブ一丸となり充実した大会となるよう計画を進め、万全の準備をして参
ります。
　また、11 月 1 日に「第 69 回年次大会予備登録のお願い」を各クラブに発信させて頂きまし
た。4R11 クラブには全員登録、1R、2R、3R の各クラブには 60% の登録をお願いし、600
名程の大会開催を目標としております。
　コロナ以前の大会同様、遠方からの参加の方々に配慮し昼食の手配もさせて頂きます。マス
クの着用と検温を実施し、新型コロナウィルスの感染対策を十分に行ってまいります。後夜祭
については、極力参加人数を抑えながらも、充実した宴席となるよう計画をさせて頂きます。
　関係各位のご協力を心よりお願い致します。

6060



ガバナー報告
地区ガバナー　L. 大関　健一

報　告： なし

ガバナー提出議案
地区ガバナー　L. 大関　健一

【第 1 号議案】 第 69 回年次大会議事規則及び議事運営構成について別項の通りとしたい。
【第 2 号議案】  第 69 回年次大会代議員提出議案についてのクラブからの提出期限は次の通り

とする。
  2022 年 12 月末までにクラブへ発信し、2023 年 1 月 10 日～ 1 月 25 日の受

付とする。
【第 3 号議案】  第 69 回年次大会ガバナーズアワード表彰規定（訂正版）についてご承認をい

ただきたい。
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ゾーン・チェアパーソン 提出議案

議　案： なし
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献　眼　者　名　簿
(2022 年 7 月 ~2022 年 9 月）

提供年月 クラブ名 R・Z 会員・一般

2022年 7月 笠 懸 1 R ・ 1 Z 一般

2022年 7月 多 野 藤 岡 3 R ・ 1 Z 一般

2022年 9月 前 橋 東 4 R ・ 1 Z 一般

※プライバシー保護のため、眼球提供者のお名前の記載は控えさせていただきます。
～崇高なご行為とご遺族の深いご理解に感謝申し上げます～
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物故ライオンご芳名一覧
(2022 年 7 月 ~2022 年 9 月）

（敬称略）

逝去年月日 ご尊名
所属ライオンズ

クラブ
R・Z

2022年
8月 L 佐 野 　 善 之 太 田 西 1R・2Z

9月 L 籾 山 　 磨 須 子 桐 生 西 1R・1Z

心よりご冥福をお祈り申し上げます
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参考資料

１．第 69 回年次大会議事運営構成表

２．333- Ｄ地区　第 69 回年次大会議事規則

３．第 69 回ガバナーズ・アワード　表彰規定（訂正版）
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第69回年次大会議事運営構成表
大会議長 地区ガバナー Ｌ．大関健一

大会副議長 第 1 副地区ガバナー Ｌ．福田勝巳

大会副議長 第 2 副地区ガバナー Ｌ．染谷文雄

大会幹事 キャビネット幹事 Ｌ．小池　浩

大会会計 キャビネット会計 Ｌ．小林直行

委員会 委員長 副委員長 顧問

資格審査委員会

Ｌ．福田勝巳

（第 1 副地区ガバナー）

Ｌ．染谷文雄

Ｌ．大関健一 （第２副地区ガバナー） Ｌ．矢内久男

（地区ガバナー） Ｌ．小池　 浩 （地区名誉顧問会議長）

（キャビネット幹事）

Ｌ．小林直行

（キャビネット会計）

議事運営委員会
Ｌ．小保方廣幸 Ｌ．坂上泰久 L．田中勝司

（第４Ｒ第１Ｚ　ＺＣ） （第４Ｒ第２Ｚ　ＺＣ） （地区名誉顧問）

指名選挙委員会
Ｌ．関　信行 Ｌ．平尾利政 L．星野勝美

（第３Ｒ第１Ｚ　ＺＣ） （第３Ｒ第２Ｚ　ＺＣ） （地区名誉顧問）

国際理事立候補者 Ｌ．福田皓吏 Ｌ．曽根良明 L．藤川清幸

推薦手続委員会 （第２Ｒ第１Ｚ 　ＺＣ） （第２Ｒ第２Ｚ　ＺＣ） （地区名誉顧問）

決議委員会
Ｌ．杉戸健二 Ｌ．谷田部博義 L．植原　宏

（第１Ｒ第１Ｚ　ＺＣ） （第１Ｒ第２Ｚ　ＺＣ） （地区名誉顧問）

　※　各委員会に副幹事、副会計・数名の一般会員が委員として配置される。
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333-D地区　第69回年次大会議事規則

1. 333-D 地区第 69 回年次大会は、大会に参加した地区内の現・元国際協会役員およびク
ラブ代議員をもって構成する。キャビネット役員は大会に参加し発言することはできる
が、クラブ代議員でない限り投票することはできない。その他の会員及び同伴者は、大
会に参加することはできるが、発言したり投票したりすることはできない。

2. 代議員のうちクラブ代議員は、クラブ会長が署名した資格証明書を、公式プログラムに
記載された登録時間内に資格審査委員会に提出し、資格を確認しなければならない。

3. 大会議長は（以下議長という）には、地区ガバナー、大会副議長には副地区ガバナー、
大会幹事にはキャビネット幹事、大会会計にはキャビネット会計がこれに当たる。

4. 議長は下記の委員会及び分科会を設け、その委員長及び副委員長（さらに、必要な場合
は顧問）を任命する。

（1）資格審査委員会
（2）議長運営委員会
（3）地区ガバナー、副地区ガバナー指名・選挙委員会
（4）国際理事候補者推薦委員会
（5）決議委員会
　　（ただし、議長は決議委員会を次の分科会に分けることができる）

①会員会則分科会 ②ＧＳＴ分科会 ③ＧＬＴ分科会

④ＧＭＴ分科会 ⑤ＳＣＰ・ＦＷＴ分科会

⑥ Marketing・Communication・IT・PR 分科会 ⑦ＹＣＥ分科会

⑧青少年育成分科会 ⑨ＬＣＩＦ分科会

5. 代議員及びキャビネット役員の委員会および分科会の所属は議長がこれを定める。

6. 各委員会及び分科会の委員長はその議事を主導し、審議結果を大会に報告する。

7. 議決はすべて、出席し投票した構成員全員の過半数をもって決する。可否同数の場合は
議長の裁定するところによる。クラブ代議員が投票できないときは、補欠がこれに代わる。

8. 国際理事候補者推薦については、国際理事候補者推薦手続規則による。また国際第 2 副
会長候補者推薦については、国際第 2 副会長立候補者手続規則による。

9. 議案はあらかじめ文書をもってキャビネットに提出する。キャビネットはそれらを検討
したうえ大会の議案を決定し、大会開催 2 週間前までに各クラブに通知する。それ以外
の方法で提出された議案を審議しようとするとき、大会に出席したすべての代議員の 3
分の 2 以上の同意を必要とする。ただし、その議案は前もって文書で議長に提出しなけ
ればならない。

10. 提出理由の説明および発言は、一人 3 分を超えてはならない。ただし、大会では議長、
委員会及び分科会委員長が特に必要と認められた場合はこの限りではない。
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11. 次期地区ガバナー及び次期第一・第二副地区ガバナーの選出は次の方法によるものとし、
選挙は地区ガバナー、第一・第二副地区ガバナー指名・選挙委員会が管理する。

（1）地区ガバナーの選出
①構成員の単記無記名投票選挙。
②過半数の得票者をもって次期地区ガバナーとする。
③ 過半数の得票がなかった場合、空席が生じるものとし、国際付則第 9 条第 6 項 (e)

が適用される

（2）次期第一・第二副地区ガバナーの選出
①構成員の単記無記名投票選挙。
②過半数の得票者をもって次期地区ガバナーとする。
③ 過半数の得票がなかった場合、空席が生じるものとし、国際付則第 9 条第 6 項 (d)

が適用される。

12. 別に定めがない限り、議事規則はロバート議事規則最新版による。

付則：大会議長の任命する委員長及び副委員長は、クラブ会則第 9 条第 2 項に定められ
た代議員定数に含まれない代議員とする。ただし、本規則第 3 項に該当する者が兼
務する場合は同項の定めによる。
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